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麹 氏高昌国時代 ソグ ド文女奴隷売買文書

吉田 豊 森安 孝夫
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§1緒 言

つど

新彊ウイグノレ自治区は中国西北部の広大な領域を占め,古 来幾多の民族が集

い住んできた所である.勤 勉で生活の知恵に富んだ新彊各族の入民は,こ の豊

かな大地の上で生存 ・繁栄し,燦 然たる古代文明を形成し,史 上に光 り輝 く足

跡を残 してきた.世 に有名な 「シルクロード」 も,こ の新彊を通っていたので

ある.

新彊の多 くの地方は気候が乾燥し,降 水量が極めて少ないため,古 代各時期

の人類の活動の遺跡や遺物,と りわけ各種の古文字資料が奇跡的に今 日にまで

保存され得たのである.新 中国成立前後,新 彊では幾多の貴重な古代語文献が

出土した.漢 文の他には,新 彊の古代の兄弟民族の文化を反映するカロシュテ

ィー文 ・サンスクリット文 ・トカラ文(AB二 種)・ コータン文 ・ソグド文 ・

パノレチア文 ・中世ペノレシア文 ・近世ペノレシア文 ・アラビア文 ・チベ ット文 ・突
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蕨文 ・ウイグル文 ・チャガタイ文 ・モンゴル文 ・満州文等々の古文字資料があ

った.こ れらの出土文献がこの地域の古代史研究上にもつ重要な意義のゆえに,

これらは当然のごとく中国内外の学者の熱い視線を浴びるに到 った.

新彊ウイグノレ自治区博物館(ウ ノレムチ市)の 「新彊歴史陳列」中には,古 民

族文字で書かれたい くつもの文書が展示されている.本 稿で紹介するソグド文

売買契約文書はその中の一点である.こ れは1969年,ト ゥルファン盆地,ア ス

ターナの第135号 墓(69TAM135)よ り出土したものである.同 じ墓より出

土 したものに,二 点の漢文文書があるが,こ れらは既に公刊されている.た だ

中国国内にはそれまでのところソグド語の専門家がいなかったために,本 ソグ

ド文書について研究 ・公表する機会がなかった.し かるに1987年 夏,日 本より

大阪大学文学部助教授 ・森安孝夫が,三 菱財団入文科学研究助成金による中国

学術調査行の一環 として,新 彊ウイグノレ自治区博物館を訪問し,こ の重要にし

て未発表のソグド文書に注目して日中共同の合作研究を提案したことによって,

状況は急転回をみせた.博 物館側はこの提案を受け容れ,森 安に文書の筆写を

許可 した.帰 国後,森 安はソグド語の専門家である吉田豊(当 時四天王寺国際

仏教大学講師,現 神戸市外国語大学助教授)に 解読を委嘱 し,共 同研究の下準

備を整えた上で,1988年5月,二 人 してウノレムチを訪れた.そ して数 日間にわ

たる調査 ・討論の後,本 文書を日中共同の研究 として出版することに双方合意

し,正 式の協議書に調印 した.今 ここに発表するものがその成果である.

これは新彊 ウイグル自治区博物館が国外の学者 と行なう初めての共同研究で

ある.こ の間,双 方の交渉に協力 された新彊 ウイグノレ自治区政府文化庁文物所

の韓翔所長,並 びに当時 ウルムチ滞在中であった立正大学助教授 ・梅村 坦氏,

そして資金的援助をされた三菱財団に対 し,改 めて感謝の意を表す.今 園の成

功が,今 後の新彊 ウイグノレ自治区各研究機関 と国外研究者 との合作のよきモデ

ノレケースとならんことを,念 願するものである.
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§2墓 葬状況 と出土文書

1969年 春,ト ゥノレフ ァ ン盆 地 ア ス タ ーナ村 の北 で水 渠(用 水 路)を 建 設 中,

渠 道 が 古 代 の 墓 葬 地 区 を通 過 し た た めに,一 群 の古 墓 を破 壊 す る に至 っ た.新

彊 ウイ グル 自治 区 博 物館 は この 知 らぜ を 聞 くや,す ぐ さ ま一 隊 の 作 業 チ ーム を

組 織 して派 遣 し,応 急 的 発 掘 を行 な った.本 論 で 問 題 に す る墓 は そ の 中 の 一 つ

で あ り,69TAM135の 編 号 を付 け られ て い る.

この墓 の構 造 は 当地 方 で よ く見 られ る傾 斜 した墓 道 を もつ 横 穴 式 墓 で,入 口

は南 を 向 い て い る.墓 道 の前 端 は,東 西 に走 る一 本 の渠 道 に よ って既 に破 壊 さ

れ てい た.墓 道 の開 口部(地 表 面)の 長 さ は約6.5m,前 端 は 幅 約1m,後

端 は幅0.55m.傾 斜 した墓 道 の最 深 奥 部(底)の 横 幅 は1.24m,地 表 か ら

の深 さ約3.3m.そ の墓 道 の尽 ぎ る所 に,墓 室 へ 通 じ る一 つ の前 室 が あ り,そ

の 高 さ は0.8m,幅0.68m,奥 行 き0.4mで あ る.墓 室 の平 面 は 四隅 の丸

い 長 方 形 を して お り,底 部 の 東 西 の 幅 は 約2.5m,南 北 の長 さ は約2.2m,高

さは 約1mで あ る.す でに 盗 掘 に よ って 荒 ら され てい たた めに,入 口 を封 じ

て い た 泥 レ ンガ が取 り壊 され,墓 室 の 大 部 分 は 流 れ 込 ん だ 土 砂 に お お わ れ てい

た.こ の土 砂 を と り除 く作 業 中 に,二 つ の 泥 桶 と一 つ の 草 桶,そ して 一 緒 に 重

ね て折 りた た ん で あ った 漢文 と ソ グ ド文 の 文 書各 一 枚 を 検 出 した.こ の うちの

漢 文 文 書 は「高 昌延 寿五 年(A.D.628年)趙 善 衆 買 舎 地 券 」(cf.r吐 魯番 出土文書」

第三冊,図 二 および243-44頁,北 京,文 物出版 社,1981年12月 刊)で あ り,ソ グ ド文 書

の方 が 本 稿 で取 り上 げ る もの で あ る.こ の ほ か,草 桶 の 頭部 か ら さ らに 一 枚 の

漢 文 文 書 「田婆 泰 夏 田券 」 の 断 片(cf.同 上書,245頁)が 出 て きた が,そ れ は書

式 よ り判 断 して,同 じ く麩 氏 高 昌 国時 代 の もの で あ る.

墓 室 に流 れ込 ん だ土 砂 を取 り除 く と,一 体 の死 体 が現 わ れ た.そ れ は葦 の ム

シ ロ(ア ンペ ラ)の 上 に 仰 む け に して横 た え られ,頭 を西 に し,足 は東 に 向 け

て ま っす ぐに伸 ば し てお り,麻 の 掛 布 で覆 われ てい た.被 葬 者 は 中年 男 性 で あ

る.た だ し この 被 葬 者 と,上 述 の 出土 文 書 とに 直 接 の関 係 が あ るか ど うか は,
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現時点では不明である.

この墓の構造によって推断するに,こ れは初唐(貞 観年間)に 造 られたもの

であろ う.出 土文書中の紀年と合わせて考えると,死 者が埋葬された年代はお

そらく貞観十四年(AJ).640年)な いしその直後と思われる.

草桶の頭部から出土した明らかに二次利用された文書断片はさておぎ,本 墓

より出土した二枚の文書の形状は次の如 くである.

所蔵番号69TAM135:1(分0777)

O縦46.5cmx横28.5cm(ソ グド文を横書 きとみて)の 一枚完全紙

○明るいベージュ色ない し灰白色,中 手の薄い方,目 の細かい漉き縞あ り,

漉ぎムラはほとんどないが繊維は所々に少しずつ残 る,表 面はかな り滑 ら

か,柔 かいが腰はしっか りしていて丈夫そ うな紙 中上質

○ソグド文24行(以 下余白),表 の末尾の裏にソグド文1行,一 画一画丁寧

に書かれたソグド文字

所蔵番号69TAM135:2

0縦28cm× 横39cmの 一枚完全紙(た だし左下端に少し破れあり),折

り跡あり

oう すい灰褐色ないしうすい黄土色,中 手か中手の薄い方(全 面を台紙に貼

りつけてある),中 ～中下質

o漢 文12行,裏 は空白らしい(台 紙に貼 りつけてある),や や くず してある

クセの強い漢字,証 人 ・立会入のサインの部分 も本文 と同筆にみえるので

本文書は埋葬用の 復制品であった 可能性がある(「文化大革命期間出土文

物 第一輯』文物出版社,1972,P.112に 良好な図版あり)

この二枚は一緒に重ね合わせて折 り畳まれた状態で出土 した.漢 文の方が外
いた

側 に あ った た め少 し傷 ん でい るの で あ る.ソ グ ド文 書 の 方 に 現 在 は折 り跡 が よ

く見 え ない が,も とは あ った.
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§3テ クス トと和 訳
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和 訳

歳 は,高 昌(国)の 延 寿,神 な る大 イ ノレテベ ノレ王 の16年 で あ った.中 国 語 で 五 月,

ソ グ ド語 でxぎwmsβ'yc月(=12番 目の 月)と 呼 ば れ る.豚 の年 の27(日)に.

か くして 高 昌の 市 場 で,入 々の 前 で,c'n(=張?)姓 の'wt'の 息 子 で あ る

沙 門y'nsy'nが,twδ'kkの 息 子 で あ るwxwきwβyrtか ら(5)サ マル カ ン ド

の 女 奴 隷,cwy'kk姓 の 女 で トル キ ス タ ン生 まれ の'wp'chと い う名 の もの を,

とて も純 度 の 高 い ペ ノレシ ア製 の120ド ラク マ で買 っ た.

沙 門y'nsy'nは,こ の 女 奴 隷'wp'chを 買 い 戻 され る こ と な く(?),借 金

な しで,(持 参 した)財 産 な しで,追 奪 な く,非 難 され る こ とな く,永 久 財 産

と して,(ま た)息 子,孫,一 族 及 び 子 孫(?)(の もの とし て)買 った.そ れ

で 沙 門y'nsy'n自 身 と彼 の息 子,孫,一 族 及 び(10)子 孫 は,彼 女 を好 き な よ

うに 打 ち,虐 待 し,縛 り,売 り,人 質 とし,贈 り物 とし て贈 与 し,何 で も した

い こ と を して も よい.ち ょ う ど父 祖 伝 来 の,家 で生 まれ た,側 で生 まれ た(?),

自家 で 生 まれ た 女 奴 隷 や,ド ラ ク マ で買 わ れ た 永 久 財 産 に(対 す る)よ うに.

この 女 奴 隷'wp'chに 関 して,wx幡wβyrtは 無 関心(?)で,す べ て の 旧い

(権 利)か ら離 れ,(15)強 制 力 を 持 た な くな った.こ の 女 奴 隷 文 書 は,す べ て

の 人 々,(す な わ ち)旅 に あ る もの,定 住 して い る もの,王,大 臣 に 対 し て効

力 が あ り,説 得 力 が あ る.こ の女 奴 隷 文 書 を携 え保 持 す る も のは,こ の女 奴 隷

'wp'chを 受 領 し
,連 行 し,女 奴 隷 と して保 持 して もか まわ ない,こ の よ うな,

女 奴 隷 文 書 中に(既 に)書 か れ た よ うな条 件 で(?).

そ こに はcwl1'kkの 息 子ty忌r't,xwt'wcの 息 子 で マ ー イ ムノレグ のn'mδ'r,

krzの 息 子 で(20)サ マル カ ン ドのpys'k,nnykwcの 息 子 で ヌ ーチ カ ンスの

nyz't,ク シ ャー ニヤ の[]が い た.

この 女 奴 隷 文 書 は,pt'wrの 息 子 の'wxw'nに よ って 書 か れ た.書 記 長

pt'wrの 許 可 に よ り,wxw忌wβyrtの 命令 で,'wp'chの 同 意 の 下 に.

(1)訳 文中の(丸 括弧)は,文 意を補足す るために筆者が付 け加 えた部分で あることを示す.な お

(7)



高 昌の書 記 長pt,wrの 印(?)

Verso

女[奴 隷文 書]沙 門y'nsy'n

§4訳 注

1-1.srδ'w:こ の よ うな語 形 は 従 来 在 証 さ れ てい ない.ム グ文 書 中の 契約

ソ ソ

文 書B-4,B-8の 冒 頭 部 は,'LKSNT'YKZYZKn_MLK'...SNT"z「 … 王 の

ヤ
… 年 で あ った 年 に」 で始 って お り,本 文 書 のsrδ'wは 機 能 の上 で は'LKSNT

に対 応 して い る よ うに 思 わ れ る.そ れ 故 こ こで は 「歳 は 」 と訳 した.し か し,

srδ'wのideogralnが'LKSNTで あ った か ど うか は わ か ら ない .srδ'wは

srδ 「年(=SNT)」 と接 尾 辞 一'wか ら成 って い る.こ の 接 尾辞 は 「～ 語 で 」 を

意 味 す るが,そ の 意 味 は この 語 に は そ ぐわ ない.一 方'LKは ア ラ ム語 で は

"these"を 意 味 し
,'LKSNTが 上 記 の よ うな文 脈 で使 わ れ る理 由 は 明 らか で

(2)
は な い,V.A.LivSic1962,PP.48-49参 照.

1-2.cyn'ncknδ'y「 中 国人 の 城」が 「高 昌」を 表 わ す こ とに つ い て はGMS

§1040及 び そ こで 言 及 され た 参考 文 献 参 照.と くにV.Minorsky1937,p.271

で は,ChinanjkathがDレ コ語 のQo60と 等 しい こ とを い うピ ー7tr・一ニ ーの

記 事 を挙 げ て い る.

(3)
1-3.y'ncyw:高 昌国王 麹 文 泰 の 年 号 延 寿(lan21受u)の 音 写 形 と考 え た.

(4)

高 昌国 の年 号 で16年 目が豚 の 年 に 当 た るの は,延 寿16年(=639A.D.)だ け で あ

本文書 には,初 出で意 味が十分 明 らかではない語 が多 いが,そ れ らの翻 訳に際 しては,煩 を避 けるた

めに,疑 問符(?)の 使用 を最小 限にとどめた.そ の訳 に到 った理 由や他の解釈 の可能性 は,訳 注に

より諒解 され たい.

(2)Ideogram'LKに ついて はSims・Willia皿s1986a,P.421,n.3も 参照せ よ.'LKに 対応

す るソグ ド語 の問題 は,も う一 つのideogram'LH(<Aram.'正h"these",cf.Sims・Wiiliams

1983,p.138,n.59)の 問題 とあわせて考察 され るべ きで あろう.

(3)漢 字音 には,B.Karlgren1957の 再構 した中古音を与えて ある.

(4)高 昌国の年 号については佐藤(智)1979,P.10;呉 震1981,P,46を 参照 した.

(8)



り,発 音の点でもほぼ一致するのでこのように比定 した.因 みに 「墓葬状況 と

出土文書」の項で述べたように,本 文書 と同じ墓から出土 した漢文文書が,延

寿5年(628AJ).)の ものであることもこの比定を支持する.延 寿の延qan)
(5)

をy'nで 音 写 す る こ とに 問題 は な い が,寿 多験uをcywで 写 す 理 由 は 明 ら

か で は な い.ソ グ ド文 字 のcは 破 擦 音[t∫],[d3]を 表 わ し,摩 擦 音[5]は

(6)

文 字zに よ って 表 わ され るか らで あ る.こ の 当 時 高 昌国 で用 い られ て い た 中国

語 の 発音 は,『 切 韻 』 に代 表 さ れ る よ うな 中 国 本土 の そ れ と少 し く 異 って い た

の か も しれ ない.

なお,ソ グ ド語 文 献 に 漢 語 の 年 号 が 現 わ れ るの は これ が2度 目で あ る.も う
(7)

一 つ の例 は,仏 典 の奥 書 き に見 出 さ れ る唐 の年 号 「開 元 」 で あ る:

k'wsrγchchknδh'wynβ γyβ γp'wrx'y'nkwyn16-myksrδy"z

(Intox.34)「 洛 陽 城 で,神 な る天 子 の開 元16年(=728A・D・)で あ った」

1-4.β γw:β γ一「神 」 の 活 用 形 と考 え た.一wは 単 数 ・対 格 の語 尾 で あ る が,

この文 脈 で の機 能 は不 明 で あ る.王 の称 号 に βγ一 が含 ま れ る こ とは珍 し くな

い.例 え ば上 記 の 中 国 皇帝 の称 号 を参 照 せ よ.

1-5.'yrtp'yr:古 代Dレ コ族 の称 号iltabarの こ と.Bombaciは 漢 文 史

料 に 「侯 利 獲,希 利 獲,意 利 嚢,頷 利 調 嚢,頷 利 獲,頷 利 吐 登 」 そ の他 様 々の

形 で 現 わ れ る称 号 を諸 史 料 よ り博 捜 し,こ れ を古 代 トル コ族 の 称 号eltabar/

iltabarだ と結 論 付 け る 大論 文 を発 表 した(Bombaci1970).も ち ろ ん,侯 利

嚢 をilt加arに 比 定 す る説 は1910年 のF・W・KM廿Uer以 来,多 くの学 者 が

唱 え て きた所 で は あ った が,一 方 でRPelliotを は じめ とす る異論 も多 か った

の で あ る.Bombaciはilt曲arを 三 つ の カ テ ゴ リーに分 類 した が,そ の うち

(5)ソ グ ド語の人 名に頻出す る要素 ・y'且「恩恵」 は漢字 「延」 によ って音 写 される,cf.D.Weber

1972,pp。200-03.

(6)ソ グ ド文字 と音素及び発音の関係についてはSims・Williams1981b参 照.

(7)最 近呉其豊(r敦 煙学』第12輯,1987,pp・1-4)は,年 号 を含まないP2の 奥書きに触れ,762

A.D.に 書かれた もの とした.彼 の年代 比定は,βrγ β'r(P2,1234)が 「天子」 に当たるソグ ド語

β'γβwrの 誤写であるとす る解釈 に基 づいている.し か し β'γβwr「 天子」 というソグ ド語形 は存在

し得ないので,彼 の説 は牽強付会 と言 うべ きで あり,Heming1946・P・726の 解釈 より優れ ている

とは言えない.

(9)



重要なのは次の二つである:① 遊牧 トルコ族自身の中で主要な部族 ・種族の長
(8)

に与えられるもの,② 遊牧 トノレコ蜘 こ服属した中央アジアのオアシス都市国家

(突蕨内のソグド人 コロニーも含む)の 君長に与えられるもの.② の代表とし

て挙げ られている高昌国に関する史料には,ま ず,い ずれもトゥノレファン盆地

内より出土した以下の三点がある.

② 建昌元年乙亥歳(555A.D.).寧 朔将軍麹斌造寺碑碑陰:「 兎亥希利護高

昌王麹寳茂」

⑮ 延昌三十九年己未歳(599A.D.),大 品般若経践文:「 摩区1希利護高昌

王麹乾固」

◎ 延昌四十年(600A.D.),大 品般若経嚴文:「 圃利登」

これらの出土史料を,正 史の記事より知 られる鉄勒や突蕨 という遊牧 トルコ族
(9)

と高 昌国 との間 の密 接 な統 属 関 係 の 中 に 置い て 考 え れば,高 昌王 が トノレコ族 に

服 属 す る証 し と して そ の 称号 「希 利 護(iltまbar)」 を戴 い た こ とにほ とん ど疑

い は なか った.た だ 本 文 書 の 出 現 に よ って,従 来,歴 史 的 に み て 当 然 こ の称 号

を 有 して い た と推 測 され た 麩 文 泰(在 位619-640年)が や は りそ うで あ っ た こ

とが 確 認 され た し,ま た 「希 利 護=iltabar」 の 比定 も磐 石 の もの と な った.文

字rに よ って[1]を 写 す の は,文 字rに 補 助 記 号 を付 け て[1]を 表 わ す 方

式 が確 立 して い な か った か らで あ ろ う.た だ しIxe-Hδ 甜ta碑 文 に は カノレル

クの首 長 の称 号 と してertabarと い う形 が み え るか ら,も とは 外 国 語 の 称 号

ir懐b雄/er塩b銭rで あ った もの が,フ ォー ク=エ テ ィモ ロジFでiltabar/e1懐bar

(Ham三ltQn説 によれば 「一国ない し一民族を保有せる者」)と な った 可能 性(Bombaci

1970,PP.25,51)も 否定 で きな い 。

と ころ で本 文 書 に は βγwRBkw'yrtp'yr「 神 な る大 イ ル テ～ レ」 とあ る.

「大 イノレテベ ル 」 は トル コ語 のuluγiltabarに 対 応 す る に 違 い な い(cf.

Bombaci1970,PP.11,52).他 方,β γwが 上 掲 史 料 ③ ⑮ の 「元 亥 」 「摩 区U

(8)こ れ に つ い て は さ らに 詳 し く護1967,PP・398-438に 論 じ られ て い る.

(9)℃f.王 国 維 「高 昌寧 朔 将 軍 麹 斌 造 寺 碑 閾r観 堂 集 林 』巻20所 収;Bombaci、1970,PP.4-5,

58;山 鳥崎1977,pp。83-99,286-87,328-34;,馬 雍1986.

(10)



に 当 た るか ど うか は,音 韻上 も意 味.の上 で も確 定 で きな い.ま た 「光 亥」 を,

(10)
トノレコ族 間 に よ く知 られ た称 号 「莫賀 」・「莫 何 」 に簡 単 に 比定 す る の も慎 重 を

要 す る.

1-6.w,,n:王 号 の末 尾1こ立 っ この語 は,漢 語 の王jlwangの 音 写 に 違 い

ない.声 母 がw一 で 写 され る こ とに つ い て は,ウ イ グル 文 字 に よ る転 写w'nk,

(11)
チ ベ ッ ト文 字 に よるwangを 参 照 せ よ.韻 尾 一ngが ソ グ ド文 字 一nに よ って

表 記 され た 例 に は,ソ グ ド語 のAncientLetters中 の地 名kymzyn(=金 城

klom21ang)及 びkc'n(=姑 賊kuotsang)が あ る,Hennirlg1948,PP・

609-10参 照.ま たHenning1944,P.139,n.3は,P8の 廻 向 文 中 の ソ グ ド

人 の 姓x'nを 康k'angに 比 定 した.本 文書 に は 外 に も,一nに よ って 漢 語 の

一ngを 表 記 して い る と思 わ れ る例 が あ る
.そ れ に つ い て は 下 記 参 照.本 文 書 よ

り後 の 時 代 に書 か れ た文 献 に は,ソ グ ド文 字 に よ って漢 文 仏 典 を 音写 した 資 料

(12)
が い くつ か あ るが,そ れ らで は 漢 語 の 一ngは(当 時 の 中国 語 の 方 言 的 特 徴 と

(13)(14)
して鼻 母音 化 して表 記 され な い 場 合 は 除 き),一nkと 転 写 され て い る.こ の違

い は 次 の よ うに説 明 され るだ ろ う.音 素 と して ηを 持 た ない ソ グ ド人 は,初 め

漢 語 の 一ng[一1〕]を一nに よ って表 記 した(或 い は 一nと して 受 け 入 れ た).し か

し,後 に漢 語 との接 触 を 深 め た東 トノレキス タ ンや 中 国 本 土 の ソ グ ド人 は,漢 語

の 一nと 一ng'を 区 別 す る よ うに な っ た.

1-7."z:語 形 の 由来 と意 味 に っ い て は1.Gershevitch1974,pp.200-05

参 照.

2-1.cyn'w「 中 国語 で 」:cyn「 中 国」 に 「～ 語 で」 を意 味 す る 接尾 辞 一'w

が 付 加 され た形 式.コ ータ ン語cilpgauも:参 照せ よ.

2-2.xき'wmsβ'ycm'γ:ソ グ ド暦 の12番 目の 月 の 名前.こ の 月 の従 来 在 証

(10)例 え ば,cf.馬 雍1986,p。363.

(11)各 々,庄 垣 内1986,P。41;高 田1988,P.392,No.0956参 照,

(12)現 在 まで の と こ ろ吉 田が 調 査 し得 た の は 次 の4種 の文 献 で あ る:TIITI(?)菖So14,830(cf・

0.Hansen,1968,p.84,n.2);Mainz160+Mainz624;TITDIIIy107;大 谷 探 検 隊将 来 流

沙 残 欠No。5verso.こ れ らの うちMai且zの もの につ い て は,近 く論 文 を 発 表 す る予 定 で あ る.

(ヱ3)魏 鵡 子'εngm美u亡siの 音 写形'ym'wtsy(SCE144,315,352)を 参 照せ よ.

(14)e.g.xwnk=功kung(Mainz160+Mai皿z624),

(11)



さ れ て い る 名称'船wm或 い は(')x§wmycに は 一sβ'ycの 要 素 は見 あ た ら

(15)
な い.ト ゥノレフ ァ ン出土 の マ ニ教 ウイ グ ノレ語 の暦(1003-1004A.D.)に は ソ グ

ド語 の 月 名 が見 出 され る が,そ こで も12… 番 目の 月 名 は'雌wms'pc(或 い は

(16)'
雄wms'ppP)と 読 ま れ,や は り 従 来 知 られ て い る もの と 少 し く 異 な る.

一sβ'yc
,一s'pcは 各 々[一safYt∫],[一s護ft∫]の よ うな発 音 を表 わ した もの で あ ろ う

か.

高 昌国 の暦 が 中 国 本土 の もの と同 じで あ った とは 考 え に くい が,大 き く異 な

って い た と も考 え られ な い.そ こで唐 の暦 で 比較 す る と,西 暦639年 す な わ ち

貞観13年 に は,中 国 の暦 の5月1日 は ソ グ ド暦 の'船wmyc月 の23日 に対 応

(17)し
,本 文 書 の記 載 と矛 盾 しな い.シ グ ドの カ レ ンダ ーで は,月 だ け で な く日に

も名 称 が あ り,何 月 何 日は す べ て 名 前 で 表 わ され る(e.g・,m'xymsβwγycy

myδ,sm'nrwc「Msβwγyc(=10番 目 の月)の'sm'n(=27番 目の 日)に 」).

従 って 本 文 書 で 「27日」 とあ る の は,「 中国 式 の暦(す な わ ち高 昌 国 の暦)の

(18)
5月27日 」 の 謂 で あ る.中 国 に来 て い た ソ グ ド入 が,ソ グ ドの 暦 以 外 に 中 国 の

暦 も使 って い た こ とは,AncientLettersの 日付 か ら も知 られ る,Henning

(19)1948
,P.615参 照.

2-3.k'ssrδ 「豚 年 」:十 二 支 紀 年 の 最 後 の 年 が 「イ ノ シ シ年 」 な の か 「ブ

タ 年 」 な の か は,十 二 支 紀年 法 の 起源 と と もに,文 化 史 上興 味 あ る 問 題 で あ る

が,今 は論 じ ない.高 昌国 時 代 の 漢 文 契 約 文 書 で は 年 号 と干 支 の 両 方 を 併 記 す

るの が 一般 的 だ った が,本 ソ グ ド文 書 で は 年 号 と十 二 支 の み を 使 い,十 干 は 使

わ れ て い な い.

3-1.KZNHty:ソ グ ド語 の 契約 文 書 の 本 文 の 冒頭 で 用 い られ る この 組 み

(15)ソ グ ド語 のカレンダーについてはHenning1939参 照.

(16)黄 文 弼r吐 魯番考古記』1954,P.63及 び図88;J.Hamilton1986,P,xvli参 照.こ の文

書 中に見 出され るソグ ド語形 については,吉 田が別 に小論 を準備中である.

(17)こ の点 につ いては,京 都産業大学 の矢野道雄氏 の御教示を受 けた.cf。 前注(15).

(18)因 みに貞観13年5月27日 はユ リウス暦 の7月3日,ソ グ ド暦 ではn'wsrδyc(1番 目の)月 の

7wきrwc(14番 目の 日)に 当た る.

(19)Ancie且tLettersが2世 紀 の終 わ り頃に書かれた とするJ.Harmattaの 説 は,F.Grenet

andN・S量ms-Williams1987に よって否定 され,Henning1948の 説の正 しさが再確認 された.

(12)



合 わ せ の本 来 の 機 能 に つ い て は,Gershevitch1974,PP.199-200が 論 じて い

る.た だ しB-8recto5のKZNHZYに つ い て はF.Grenet1984,P.318

も参 照 せ よ.

本 文 書 で は,"and"及 び 文 の 始 ま りを マ ー クす る接 続 詞 はty或 い は'PZY

と綴 られ て い る.こ の 接 続 詞 の独 立 形 がtyと 綴 られ る例 は 従 来 知 られ て い な

い,cf.Sims-Wi丑iams1985,pp.66-67.

3-2.w'rcnyh「 市 場,バ ザ ール」:「 バ ザ ール 」 を意 味 す る ソグ ド語 形 は,

w'cm或 い はw'cnで あ るが,語 源 的 で は ない 一r一を 伴 うw'rcnも 在 証 さ

れ る.Sims-Wmiams1984,P.210に よれ ば,w'rcnの 一r一は,閉 音節 の 長

母 音 の 後 のrが 失 な わ れ る傾 向 の強 か っだ 時代 に現 わ れ た,綴 宇上 の過 剰矯

正 とし て説 明 され る.し か し本 文 書 は 非 常 に 古 い 資 料 なの で,そ の よ うな 解釈

は 成 り立 ち に く く,w'crnyhと あ るべ き と ころ を 書 き誤 った もの とみ な すべ

き で あ ろ う.一 方,高 昌国 が 唐 に 没 入 して 以 後 の 開 元 年 間 の 例 で は あ るが,ソ

グ ド人 が 「西 州 市 」 す なわ ちか つ て の 高 昌城 の 市 場 に 当 た る所 で 奴 隷 や馬 の売

(20)

買 を して い た こ とを 明 示 す る漢 文 文 書 が トゥル フ ァ ン よ り出土 して い る こ と も,

この読 み の 正 当 性 を 支持 して くれ よ う.

3-3.n'βw「 人 々」:ソ グ ド人 の 社 会 でn'β が重 要 な役 割 を 果 して い た こ

どに つ い て はA.M.BelenickilandB.1.Mar甑kα 勿4Azarpay1981,

PP.19-26参 照.

3/4.y'nsy'n'xw'wt'BRYc'nkwtr:買 主 で あ るy'nsy'nは 仏 教 僧侶

(§mny「 沙 門,道 入 」)で あ り,c'n姓 で'wt'の 息 子 で あ る.漢 語 の 一ng

が 一nで 表 記 され る こ とを 考 慮 す れ ば,c'nを 高 昌 国 の有 力 な一 族 張 氏 の張

^(21)
tlangの 音 写 形 とみ なす こ とが で ぎる か も しれ な い.こ の推 定 が正 しけ れ ば,

(20)cf.池 田1979,No.156,No.158;池 田1980,P.328;TTD,No.31,No.32;姜1986b,

P.30.

(21)本 文書 と同じ墓か ら出土 した漢文文書(cf.「 墓 葬状況と出土 文書」)に も張姓 の張容奴,張 延

守,張 師□ が現 われ る.た だ,こ の漢文文書 は趙善衆 なる人物 が舎地を購入 した時 の契券 であって,

それを保存 してい たの は買主の趙善衆 と考え るのが 自然で ある.本 ソグ ド文書 は原本 ではな く写 しで

あるとす る立場(cf.21-1&24-1)か ら,c'nがc'wの 誤 写であると仮定す ればc'wは 趙 に当たり,

この墓の被葬者 も恐 ら く趙氏の者 とい うことにな ろう.し か しこれ はあ くまで憶測 の域を 出ない.

(13)



y,nsy,nや'wt'は 漢 語 の人 名 とい う こ とに な る.と くにy'nsy'nは 容 易 に漢

語 を連 想 させ る.当 時 の 歴 史 的 情 況 を 考 慮 す れ ば,漢 人 仏 教 僧 とい うの は ご く

(22)

自然 で あ るが,ソ グ ド人 仏 教 僧 とい うの は あ りに くい.た だ そ れ に して も仏 僧

で あ る者 が 家族 を 持 ち,さ らに 女 奴 隷 ま で 購 入 す る とい うの を 如 何 に 理解 す べ

きか,今 後 の検 討 が ま た れ る.

4-1.wxwきwβyrt:原 義 「wxw忌wか ら獲 得 した 」.典 型 的 な ソ グ ド人 名

で あ る.wxwきw「 河 の神(オ クサ ス)」 に つ い て はH.Humbach1980,P.

(23)204参
照.

4-2.twδ'kk:入 名.原 義 不 明.イ ンダ ス河 上 流 の 碑文(cf.H.Humbach

1980,No.67d)のtwδ'yも 参 照 .

5-1.cwy'kkh(或 い はcwt'kkhP)kwtr'nch:*cwy'kkkwtrの 女 性 形

で,「cwy'kk姓 の女 」 を意 味 す る.cwy'kkhの 原 義 は 不 明.kwtrはSkt.

gotraか ら の借 用 語 で,「 種 族,氏 族;姓 」 を意 味 す る.し か し一 般 ソ グ ド人

が 康 ・安 ・米 な どの 出 身 国 名(cf.19-3)以 外 に,独 自の 姓 を 持 つ こ とは,本

文 書 に よ って 初 めて 知 られ る事 実 で あ る.こ れ まで は 漢 文 史 料 に よ りソ グ ド各

国 の王 族 が 同一 の 「昭 武 」 姓 を持 つ こ と,サ マ ノレカ ン ドの王 は別 に 「温 」 姓 を

持 って い た こ とが 知 られ るの み で あ った(cf.『 階書 』 「両 唐 書 』康 国伝 な ど).

5-2.twrkstny:W.Barthold,Eηoツ6Zoρ αθ伽 げ 鳶伽z,firsted.,PP.

895-96に よれ ば,7世 紀 頃 の ペノレシ ア人 に と ってTurkestanと は オ クサ ス河

以 北 の地 域 を意 味 した.し か しTransoxianaを 故 地 とす る ソ グ ド人 が オ クサ

ス以 北 をtwrkstn「 トノレコ人 の 土地 」 と呼 ぶ とは 考 え られ な い.本 文 書 の

twrkstnは シ ノレ河 以 北 及 び以 東 の地 域 を さ す に違 い な い.当 時 の鉄 勒 ・突 蕨

と高 昌国 との関 係(cf.前 述1-5),さ らに突 蕨 国 内 に お け る ソ グ ド入 コ ロニ ー

の 存 在(cf,Pulleyblank1952;護1967,第 二 章)な どを考 え合 わ せ れ ば,

こ このtwrkstnと は,7-8世 紀 の チ ベ ッ ト入 が"dru-guyu1"「 トル コ人 の 国 」

(22)た だ し皆 無 と もい え な い.cf.小 田 義 久 「麩 氏 高 昌国 時 代 の 仏 寺 につ い て」r龍 谷 大 学 論 集 』

433,1989,pp.78-81.

(23)Nov.3,Nov.4,に 現 わ れ るwγwアwk'n(cf・Liyきic1962,P・39)も,wxw§wk'nと 読

ん で,WXW6Wを 含 む人 名 と み なす べ き か.

(14)



(24)
と呼 ん だ ものに 匹 敵 す る概 念 で,具 体 的 に は 天 山山 脈 の 北 側,シ ル 河 か らモ ン

ゴ リア に ま で至 る広 大 な草 原 地 帯 を指 した もの で あ ろ う.

5/6-1.'wp'chtyn'mh:'wp'chの 原 義 は 不 明.n'm「 名前 」 は,rtxw

'ywkyrmykrwβr'nn'mxy「 最:初の ヘ ビはK
.と い う名 前 だ っ た」(W・

Sundermann1985,P.28)の よ うに,名 前 の 直 後 に 添 え られ るの が 普 通 で あ

(25)
るの で,こ このtyの 機 能 は明 らか では ない.

5/6-2.「 サ マ ル カ ン ドの 女 奴 隷,cwy'kk姓 の 女 でDレ キ スタ ン生 れ の

'wp'chと い う名 の も の」:こ の よ うに 売 買対 象 物 た る 奴 隷 の 身 元 が し
っか り

して い る こ とは,こ れ が 略 売(誘 拐 した 者 を 売 りつ け る)で ない こ とを裏 付 け

る 点 で重 要 で あ る.後 で み る よ うに(cf.15/16,21-1,22-1,24-1),も し本

文 書 が単 な る私 券 で な く公 券(た だ しそ の写 し)で あ る と した ら,官 司 が 公 券

発 給 前 に売 買 目的物 た る奴 脾 の身 元 を調 査 す る とい う唐 の や り方(cf.仁 井 田

1937,PP.176-77)と 比 べ て,大 変 興 味 深 い .こ れ ま た,後 で み る よ うに,本

文 書 に は,売 られ る奴 隷 本 人 の承 諾 を示 す 一 句 さえ あ る,cf.23-1.

高 昌 国 の ソグ ド人 は,定 住 して戸 籍 に登 載 され た 者 は もち ろ ん,商 売 そ の他

で一 時 的 に在 留 してい る者 も(cf.15-4),高 昌 国 の法 律 に従 った もの と想像 さ

(26)
れ るが,ソ グ ド本 国 に も厳 しい法 律 の あ った こ とが 『階書 』 巻83,西 域 伝 康 国

之 条(中 華 書 局 本,PP.1848-49)よ り知 られ る:「 有 胡 律,置 於 蔽 祠,決 罰則

取 而 断 之.重 罪 者 族,次 重 者 死,賊 盗 蔵 其 足.」 「ソ グ ドの法 律 書 とい うものが

(24)森 安1977,pp.14-16.

(25)('P)ZYに は,長 い句 ・文の意味の切れ 目を指示 した り(cf。Slms・Williamsα 鋼4Sunder-

Ina丑皿1985,P.22,n.33),先 行の語を強調 した り(Henning1946,P.715)す る機能が ある.こ

のtyは そのどち らか の例か も しれ ない.

(26)中 田は 「唐代 法に於 ける外 国人の地位」 と題す る論文 の中で,外 国人 に適 用す べき 法律 につ

き,同 類蕃入間の場合は属人法主義に依 りて その本国法 に従 い,異 類蕃人間や華夷間 の場合 は属地法

主義に依 りて中国法に従 う,と 述べている(中 田1943,pp.1379-80).ま たr北 史』巻97,西 域伝高

昌之条には 「其風俗政令,与 華夏 略同」 とある.た だ し,い か に漢入中心の王朝 とい う共通点が ある

とはいえ,高 昌国は中国 とは言語状況 さえ異な る別の国家で あり,中 国の例を あま り安易 にあてはめ

る ことには注意せ ねばな らない.例 えば使 用 された言語 についてr北 史』同条は,「 文字亦同華夏,

兼用胡書.有r毛 詩』「論語』 「孝 経』,置 学官弟子,以 相教授.錐 習読之,而 皆為胡語.」 と伝え る.

トゥル ファン盆地 よ り出土 した文書 の種類 ・内容や歴史的背景よ り,こ の箇所の胡書 ・胡語は他の場

合とちが ってブ ラー フミー文字 ・トカラ語(A・B)と 考え られてきたが,あ るいはやは りソグ ド文

字 。ソグ ド語を も含んでいたのか もしれない.

(15)



あ って,こ れ を祓 教 の 祠 に 置い て お き,刑 罰 を決 定 す る時 に は これ を み て処 断

す る.罪 が 重 け れ ば親 族 一 同 死 刑,次 に 重 け れ ば(本 人 の み)死 刑,盗 み を働

け ば そ の 手 足 を切 る.」

6-1.「 とて も純 度 の 高 い ペ ノレシ ア製 の120ド ラ クマ」:P'rsxwstwはP'rs

「ペ ル シ ア」 とxwst一(x(w)'w「 打 つ 」 の過 去 語 幹)か ら作 られ た合 成 語.

「ペ ノレシ ア製 」 とい う形容 詞 は,こ の 文 脈 で は 明 らか に 品 質 が 高 い こ とを 意 味

して い る,(R.G6b11983,P.334も 参 照せ よ).新 彊 及 び 中 国 本 土 で の銀 銭

の流 通 を 考 え る上 で,こ の 一 句 は興 味 深 い .わ ざわ ざ この よ うな指 定 を して い

(27)
るの は,質 の悪 い 彷製 の銀 貨 が 一般 に 出 回 って い た こ とを示 して い る と思 わ れ

る か らで あ る.ト ゥル フ ァ ンに於 け るサ サ ン朝 の銀 貨 の流 通 に つ い て は,池 田

1980,PP.309-10;姜1986b,PP.32-34及 び 鄭 学 檬1986を 参 照 せ よ.ま た,

東 方 に流 入 した サ サ ン銀 貨 全 体 に つ い て は,cf.夏 辮1957;岡 崎1965;夏 鮪

1974;桑 山1982.こ れ ら の研 究 に よ って,ト ゥノレフ ァ ンで は殊 に6-7世 紀 の麹

氏 高 昌 国時 代 が銀 銭使 用 の ピ ー クだ った こ とが知 られ る.こ の 西方 よ り東方 へ

の銀 銭流 入 に ソ グ ド人 が極 め て 大 ぎな役 割 を 果 た した こ とは,学 者 の 一 致 した

見 方 で あ ったが,そ の正 当性 は 本文 書 に よ って も確 か め られ る.

(28)
女 奴 隷 一 人 の値 段 は この文 書 に よ れ ば120ド ラ クマ で あ る.因 み にA.D.712

年 に ア ラ ブの 将 軍Qutaybaが サ マ ル カ ン ド王r「urakと 締 結 した停 戦 条 約

では,若 く強 い 奴 隷1人 の 代 価 とし て200デ ィル ハ ムが 要 求 され て い る,0.1.

Smirnova1970,p.197,idem1981,p.69参 照 .

と ころ で7-8世 紀 頃 の 中国 の 奴 隷 の価 格 に つ い ては 池 田温 に す ぐれ た考 察 が

あ り,階 ～ 初 唐 ～ 盛 唐 で 銅 銭10,000文(奴 の方 が 碑 よ りやや 高 い),安 史 の 乱

後 は 銅 銭20,000～40,000文 に 騰 貴 した とす る(池 田1983,PP.47-51).敦 煤 ・

トゥノレフ ァン出 土 漢 文 文 書 中か らは 次 の よ うな具 体 例 が 知 られ て い る.

(27)玄 癸 は トゥルフ ァンか ら焉蓄(カ ラシ ャール)へ 向か う途中にある 「銀 山」 と呼ばれる土 地に

つ いて,「 山甚高広,皆 是銀鉱,西 国銀銭所従 出也」 と伝えて いる(r大 慈恩寺三 蔵法師伝』巻2).

(28)5世 紀 にソグデ ィアナでは通貨体系 の改革が起 こり,そ れまで使われていたstyrに 代わ り,

δrxmに よるササ ン朝の システムが導入 された,F.GrenetandN.Sims-WiUiamsユ987,PP,

113-14参 照.

(16)



種 別 年令 価 格 匪 誘 出 典 1
池 田による鋼銭i
への換算値

(29)①

作 人

②奴

③胡碑

④胡奴

20才 代

15才

11才

13才

銀銭380文

水練6疋&
銀銭5文

練40疋

大生絹21疋

627

661

731

744～758

「吐魯 番 出土 文 書』5,p.134;
TTD.No.6

「吐魯 番 出土 文 書』6,p.410;
TTD.No.25

池 田1979,No.158;

TTD.No.31

『文 物 』1972-12,P.69;

TTD.No.256

16,000～18,400文

8,400～9,660文

Yang1955,p.150に ょれ ば,669-71年 の 長 行 馬 の 死 肉 の 値 段 が銀 銭 で2～

5文,銅 銭 で50～60文 とあ り,こ れ に よ って だ い たい の比 価 が 分 る とい う.つ

ま り銀 銭1文 が 銅 銭10～30文 に当 た る とい う こ とで あ る.さ らに 『吐 魯 番 出土

文 書 』7,1986,P.441に 発 表 され た 「武 周 如 意 元 年(692A.D.)里 正 李 黒 収 領

史 玄 政 長 行 馬 価 抄 」 で は銀 銭2文 を銅 銭64文 に 換 算 す る と明 記 してい るの で,

い ま仮 に 銀 銭1文=銅 銭30文 とし て計 算 す る と,③ ④ の 価 格 は そ れ ぞ れ 銀 銭 で

533《・613文,280～322文 とな り,① の380文 と も矛 盾 し ない.も し,サ サ ン朝

の ドラ クマ 銀 貨(約49)と ア ラブ の デ ィノレハ ム銀 貨 と敦 煙 ・ トゥノレフ ァンで

流 通 した銀 銭 が ほ ぼ 同質 ・同 重 量 だ った と した ら,我 々 の ソ グ ド文 書 の 埠 の価

格 は 相 対 的 に 低 い もの とな る.し か し恐 ら く 「とて も純 度 の高 い ペ ル シ ア製

の 」銀 銭 と,敦 燈 ・ト ゥノレフ ァンに 多 く流 通 して い た銀 銭 とで は 必 ず や価 値 に

(30)違
い が あ った で あ ろ うか ら,価 格 の差 異 も見 か け程 大 ぎ くは な か った で あ ろ う.

7/8.trxr'ytw'pwp'rw'pw'stw'pwきk'rw'pwyx's:こ れ ら一連 の接

頭 辞tr一 「～ を越 えた,～ の及 ば ない 」,'pw「 ～ な しで 」 を伴 う語 句 は,売 買

の際 の 条件 を指 定 した もの に 違 い ない.

trxr'ytwは 字 義 通 りに は 「買 うこ とが 及 ば な い」 を意 味 す る と考 え られ る

(29)作 人 を 奴 隷 的身 分 とみ る こ と にっ い て は,cf.朱 雷1983;堀1987,pp.264-66.作 人 は高 昌

国 時 代 の み な らず,唐 の 開元 年 間 で も存 在 した,cf.池 田1979,Nos.155,159;池 田1980,p.327.

(30)サ サ ン朝 の 大 人 の 男 の 奴 隷1人 は,平 均500ド ラ クマ で あ るとす る 記 録 が あ る,A・Peri-

khanian1983,p.636,n.1参 照.カ ロ シ ュ テ ィー文 書 や コー タ ン文 書 中 に み え る入 身 売 買価 格 に

つ い て は,駿 晴1987,pp.98-99と,そ こに 引 用 され る諸 文 献 を 参 照 せ よ.ま た13-4世 紀 の ウ イ グ

ル 語 の 契 約 文 書 に 現 わ れ る もの につ い て は,山 田1972,p.175参 照.

(17)



(cf・GMS§1144)か ら,こ こで は 恐 ら く買 戻 条 件 付 売 買 で ない 永 代 売 買 で あ

る こ とを指 定 してい る の で あ ろ う.転 売 を禁 じた もの で ない こ とは後 文 よ り明

らか で あ る.売 買 の一 形 態 と して 買戻 条件 付 売 買 の あ る こ とに つ い て は,仁 井

田1937,PP.163,330-32;仁 井 田1960,PP.376-86,684-85;仁 井 田1962,

P.7;竹 浪1987,PP.1,4-6;堀1987,PP.259-65な どを参 照.ま た コ ータ

ン文 書 に も買 戻 条 件 付 売 買 が あ る こ とを 指 摘 して お き・た い,cf.Bailey1968,

P.52(Or6393,2),P.54(Or6397,1=H7).尚,こ の コ ータ ン語 二 文 書 に

は 「画 指 」 もあ り,漢 文 契 との 関連 は い よい よ密 で あ る.コ ータ ン文 書 及 び チ

ベ ッ ト文 書 中 の 「画 指 」 につ い て は,cf.熊 本 工985,PP.2-5.

'pwp'rw「 借 金 な しで」:P'r「 借 金 」 に つ い て はHenning1948
,P.607,n.

2参 照 .こ の一 句 は,y'nsy'n側 が代 金 を全 額 支払 い,wxwきwβyrtに 対 し て

何 の借 金 も残 っ てい ない こ とを示 す もの とい うよ りは,購 入 し た奴 隷'wp'ch

が 何 の負 債 も負 って い ない こ とを表 わ した も の だ ろ う.中 田氏 の引 用 す る ロ ー

マ時 代 の奴 隷 売 買 文 書 に,奴 隷 を総 て の負 担(負 債)か ら解 放 し た上 で売 り渡

す こ とを規 定 す る文 句 が あ る(中 田1943,P.69)の も参 考 と なろ う.

'Pw'stw「 財産 な しで」:'stw「(妻 が 持 参 す る)財 産 」 につ い て はLivきic

1962,P.34参 照 .た だ し ここ で 「財 産 な し で」 とい っ てい る の は,前 の 「借

金 な しで 」 とペ ア を なす もの で あ る.ギ リシ ア ・ロ ー マ古 典 古 代 の奴 隷 が 人 格

を もた ない 「物 」 で あ っ たの に対 し,ア ジ アの 奴 隷 は一 般 に財 産 権 を持 ち,結

婚 して 家 族 を有 す る こ とも で き る 「半 人 半 物 」 で あ った(cf.仁 井 田1962.pp.

11-14,341-42;『 アジァ歴史事典』7,PP,164-68「 どれい」).中 国 では,奴 隷 が 自分

の 財 産 で 自分 を解 放 す る事 さえ 可 能 で あ った(cf.池 田1979,No.313;池 田1986a,

P.37;仁 井 田1962,PP.341-42).

'pwきk'rw:きk'rwは 初 出 の語 だ が
,動 詞(')甑r一 「追 跡 す る,導 く,行 う」

の 名詞 形 で あ る こ とは 明 らか で あ る,cf・ δβ'r「送 りもの 」 ～ δβr一「与 え る」.

こ こで はNP忌ikar「 略 奪 」 を参 考 に して 「追 奪 」 と訳 した.

'Pwyx's:yx'sはyxs 一「非 難 す る」 の 名 詞 形 で あ ろ う
.yxs一 の意 味 と語 源
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はGershevitch1975,P.207;Sims一 ・Williams1985,P.107に よ っ て論 じら

れ て い る.

と ころ で,売 買 契 約 文 書 に は付 ぎ もの の売 買担 保 に は,大 き く分 け て,A:

親 族 ・第 三 者 追 奪 担 保,B:売 主 違 約 担 保,C:親 族 ・第 三 者 妨 害 担 保,D:

か し

当 事 者 相互 違 約 担 保,E:蝦 疵 担 保,F:恩 赦 担 保,の 別 が あ る と考 え られ る

が(cf.本 書に同時掲載される森安論文 「ウイグル文書割記(そ の一)」pp.65-67),本

文 書 の 「非 難 され る こ とな く」 は,直 前 の 「追 奪 な く」 と一 ま とま り とな って

Cに 対 応 して い るの だ ろ う.そ もそ もAの 追奪 担 保 とは,売 買物 件 に 問題 が生

じた な らば,買 主 に損 害 の な い よ う売 主 自身 が責 任 を も って対 処 す る と特 約 す

る もの で あ る が,国 家 や祉 会 が安 定 し,法 制 が 整 って い る時 に は,売 主 の責 任

を 明記 せず と も単 に 「誰 も この売 買契 約 を妨 害 す る な か れ」 と書 くだ け(つ ま

(31)

りAが な くてCの み)で 十 分 だ った の で あ ろ う.中 田1943,PP.84-89,115-

17に は,日 本 に お け る売 買担 保文 言 の変 遷 に つ い て,そ の よ うな事 情 が説 明 さ

れ て い る.因 み に い え ば,先 に 「買 い戻 さ れ る こ とな く」 と訳 した解 釈 が 誤 っ

て い な け れ ば,そ れ はBに 当 た る.

8-1."ykwncwxypδ 「永 久 財 産 として 」:"ykwn「 永 久 に」 か ら派 生 した

形 容 詞 と して は"ykwncykが 知 られ て い るが,"ykwncwは 初 出."ykwncw

xypδ とい う組 み 合 わ せ は13行 目に も現 わ れ,そ こで は 明 らか に 「永 久 に 自分

の もの(〉 永 久財 産)」 と解 釈 で き る ので,こ こで もそ の よ うに訳 した.後 に

続 くBRY…'wzyhは7行 目のxr'ynの 主 語 と して 補 なわ れ た のか,或 い

は,*"ykwncwBRYxypδ"ykwncwnpygnxypδ … 「永 久 に息 子 の もの

(と して),永 久 に孫 の もの(と して)… 」 の よ うな構 成 を短 縮 した もの か,

い ず れ か で あ ろ う.筆 者 は後 者 の解 釈 を採 った.こ この 「永 久 財 産 と して」 の

句 は,敦 煙 出 土 の 漢 文 文 書 にみ え る表 現 「永 世 」 「永 」 「永 … 世 代 」 「世 代 」

(31)し か るに一方,ソ グデ ィアナ本土で発見 され たソグ ド文墓地売 買文書B-8に は,そ の墓地 の

買主 に対 して誰かが 「口論や非難を しよう」 と した場合 には,す みやか に売 主自身 が防衛にあたる こ

とを特 約 した明白な追奪 担保文 言(A)が 記 されている.cf.Grenet,1984,p.314,Il.16-22.

(19)



「世 世 代 代,永 」 に 買 主 の も の となれ とい う表 現(cf.TTD,N・s.266,269,270,

271,277,280,282,286)と か,ト ゥル フ ァ ン 出 土 ウ イ グル 文 書 の 「千 年 万 日に

至 る ま で(mingyiltUm蝕kUn-ka-tagi)」 買主 が所 有 せ よ とい う表 現(cf.山

田1963,p.48;山 田1972,資 料1,2,5-9)を 想 起 させ る.こ こか ら も本 文 書 にお

け る奴 隷 売 買 が 永 代 売 買 で あ る こ とが 明 らか とな ろ う.さ らに10-3参 照.

8-2.「 息 子,孫,一 族 及 び 子 孫(?)」:Pδ 一「一 族 」 に つ い て はGershevitch

1962,P.86,n.27a参 照.'wzyh(或 い は'wnyh)は 初 出 で あ る.文 脈 か ら

「家 族,血 族,子 孫 」 を意 味 す る語 が 期 待 され る の で,便 宜 的 に 「子 孫 」 と訳

(32)
した.語 源 は不 明 で あ る.

「息 子,孫,一 族 及 び 子孫(?)」 とい う表 現 は次 の9-10行 目に も繰 り返 さ

れ る.こ れ は疑 い な くこの売 買 に よ って獲 得 した奴 隷 が,買 主 本 人 の み な らず,

そ の家 族 と共 同 の財 産 とな った こ とを示 す.中 国唐 宋代 の家 族共 産 制,と くに

奴 隷 が 家族 の共 有財 産 で あ った こ とに つ い て は,cf.仁 井 田1937,PP.187-

88;仁 井 田1962,PP.24,336,446-49,469-70.買 主 は 漢 人 と思 わ れ るの で

(上 記3/4),本 文 書 は 当 時 の 中 国 の 家 族 共 産 制 の 問 題 を 考 え る上 に も参 考 と

な ろ う(但 し,cf.前 注26).

8-3.KZNH'PZY甑:一 甑 は 後 続 の 節 の 主語 を受 け るdativusethicusと

考 え られ る.

10-1.prk'皿'kw:k'm'kwは 動 詞k'm「 欲 す る」 か ら接 尾 辞 一aka一 に

よ って派 生 した動 名 詞 で あ る,cf.Yoshida1979,PP.185-86.

10-2.x'w'tmp't「 打 ち虐 待 す る」:同 じ組 み 合 わ せ は 仏 教 説 話VJ1093-

94に も現 わ れ る.ど ち ら も奴 隷 を虐 待 す る文 脈 で あ る こ とを考 え合 わせ れ ば,

これ は一 種 の決 ま り文 句 で あ った の だ ろ う,

10-3.pr'yδ'tnp'kw'wsty't「(彼 女 を)売 り,人 質 と して も よい 」:こ こ

で は この売 買が,第 三者 に転 売可 能 力 の あ る所 有権 の移 転 を 意 味 して い る こ と

が 示 され る(cf.中 田1943,PP.41,81).す なわ ち,買 戻 条 件 も付 い て い な

(32)preverb*awa一 と語 根*Vzan・ 「生 む」 に 由 来 す る もの だ ろ うか.

(20)



け れ ば,売 買 成 立 後 に 代 価 の 足 し前 を 要 求 され る こ とも ない 真 の 永 代 売 買 で あ

る.ウ イ グ ノレ文 書 で は転 売 可 能 な こ とを,「 好 ま ざ れ ば他 人 に譲 り売 るべ し」

と表 現 して い る(cf.山 田1963,P.48;山 田1972,資 料1-9).ま た,ム グ

山 出土 の 結 婚 契 約 文 書(Nov.4)中 に は次 の よ うな表 現 が あ り,注 目され る.

L'pr'yδ'nk'mL'np'khL'wn"khL'"ptykwn'mk'm(rectQ10-12)

(33)
`Ishallneithersellhernorpawnher

,nor...'

これ は結 婚 後,花 嫁 を奴 隷 の よ うに扱 わ な い こ とを,花 婿 側 が 花 嫁 の実 家 の方

へ 確 認 した もの で あ るが,逆 にみ れば,結 婚 とはい い なが ら実 際 は婦 女売 買 と

ほ とん ど変 わ らぬ 場 合 が ソグ デ ィア ナ に お い て もあ った こ とを推 測 させ る.妻

を奴 隷 と同 じ よ うに売 った り質 入 れ した りす る状 況 が 広 く存 在 した か ら こそ,

この よ うな文 言 を必 要 と した の で あ ろ う.

11-1.βx獣prβxき't:所 謂etymQlogicalhendiadysで あ るが,こ れ 自

身 は初 出 の例 で あ る.こ の 例 も吉 田 が 発 見 し た支 分 の 順 序 に 関 す る規 則(cf.
(34)

吉 田1984,PP.80-81)に 従 ってい る.

11-2."δprmw「 何 で も」:用 法 と語 源 は最:近Sims-Williams1986aに よ

って論 じ られ た.

10/12.「 彼 女(女 奴 隷)を 好 き な よ うに打 ち,虐 待 し,縛 り,売 り,人 質

と し,贈 り物 と して贈 与 し,何 で も したい こ とを して も よい 」:こ の よ うなか

な り衝 撃 的 な文 句 は,こ れ ま で に発 表 さ れ てい る漢 文 ・チ ベ ッ ト文 ・コ ータ ン

文 ・ウイ グル文 の人 身売 買文 書 中 で は知 られ て い な い(新 彊 ～ 甘 粛 出土 の ペ ル

シア文 ・ア ラ ビア文 ・カ ラハ ン朝 トル コ文 ・西 夏 文 の売 買文 書 中 に は人 身 売 買

に 関 す る もの は 発 見 され て い な い).と ころが 西 域 南 道 で 発 掘 され た3-4世 紀

(33)Henning1965,P.248及 び 注37.

(34)こ の 機会 に,吉 田ibid・ の リス トを 補 足 して お き たい.pwβntpwnβ'ntの 後 に,本 文 書

の例 と"δwβPδwβ(Su皿der皿ann1984・P・306)をzry菖tyyptry6tyyの 後 に'wswγtyy

ptsw7tyy(M6300;こ の例 は,故M・Dresden教 授 の 古 い ノ ー トよ り.こ の ノ ー トの 閲 覧 を 許 可

され た熊 本 裕 氏 に感 謝 す る)を,wztyfrwztyの 後 にx'w'tptxw'y't(BBBe5)を 加 え よ.因 み

に ・・的ft・wdp6yft・tossedandtroubled'(M,Boyce1954,p。114,13a)の 存 在 を 考 慮す れ

ば,パ ル テ ィア語 に も この規 則 は適 用 さ れ る.

パ ル テ ィア語 のb'm'wdfrh「 光 明 と栄 光 」 は ソグ ド語 でfrn'亡y"〆r「 栄 光 と光 明 」 と訳 さ

れ る が(cf.Henning1944,P・144,n・3),こ れ も同 じ規 則 に従 って い る よ うに見 え る。

(21)



頃 の カ ロ シ ュ テ ィ ー 文 入 身 売 買 文 書 中 の 三 点 に は,次 の よ う な 文 句 が あ る.

①`FromnowonthescribeRam$otsa(買 主)hasownershipofthat

woman,tobeather,tobindher,tosellher,togivehertoothersas

apresent,toexchangeher,topledgeher,todowhateverhelikes

withher.'(No.590).②`FromnowonL夕ipeya(買 主)hasownership

ofthatman,tosellhim,topledgehim,toexchangehim,togive

himtoothersasapresent,todowhateverhelikeswithhi肌'(No.

591).③`FromnowonRam§otsa(買 主)hasownershipofthewoman

L夕imisoae,tobeather,tobindher,tosellher,toexchangeher,to

(35)

Pledgeher,todowhateverhelikeswithher.'(No.592).こ れ ら は と て

も 偶 然 と は 思 え な い ほ ど我 々 の ソ グ ド文 書 と よ く似 て い る.も ち ろ ん 主 人 が そ

か せつ

の 売却 ・贈 与 ・質 入 ・交 換 ・使 役 ・殴 打 ・鞭 擁 ・枷 襖 ・入 墨 ・放 棄 ・解 放 な ど

の処 分 を 自由 に す る権 利 を もつ者 を奴 隷 とい うの だ か ら,実 質 が 似 て い る の は

当 然 か も しれ な い が,そ の権 利 内 容 を わ ざわ ざ契約 文 書 に 記 載 す るの は特 殊 で

あ り,そ の 点 が 共 通 して い るの に 注 目 した い.た だ し奴 隷 を 殺 害 す る権 利 は,

(36)

古 代 ロ ーマに は あ った が,一 般 的 では な く,本 ソグ ド文 書 に も,上 に 引 用 した

カ ロ シ ュテ ィー文 に も見 えて い ない 。

12-1.'ptrk'ncwny'k'ncw:ど ち ら も初 出 の形 容 詞 で あ る.'ptrk'ncwに

対 して は,'ptrk'n「(父 か らの もの 〉)遺 産 」 が存 在 す る の で,ny'k「 祖 父 」 か

ら派 生 した*ny'k'n「 祖 父 か らの 遺 産 」 とい う語 も存 在 した に違 い ない.し か

し実 際 には この2語 は,一k'ncwに よ って脚 韻 を踏 ん だ 熟 語 と して,「 父 祖 伝

来 の」 を意 味 し たの だ ろ う.サ サ ン朝 の イ ラ ンでは,法 的 な所 有 権 に は幾 種 類

か あ り,第 一 の最 も重 要 な もの は,遺 産 と して受 け継 が れ た もの に対 す る所 有

権 で あ った,Perikhanian1983,PP.658sq.参 照.本 文 書 の この表 現 は,ソ グ

デ ィア ナ も類 似 の状 況 に あ った こ とを推 測 させ る.

(35)Burrow1940,pp.125-127,Nos.590-592.cf.L廿ders1940,pp.44-46.

(36)cf.仁 井 田1962,p.342.

(22)



12-2.wysy-z'tcwh「 家 で 生 まれ た 」:wys「 家 」 を 含 む 複 合 語 で あ る

wyspyδr'k,etc・ 「王 子 」 とwysδ γwth,etc.「 王 女 」 に はwysの 形 が使 わ れ

て い る こ とを参 考 に す れ ば,wysyは 「家 で 」 を 意 味 す る,wysの 斜格 形 と

見 な す こ とが で きる.12-4を 参 照.

12-3.'kwきz'tcwh:後 続 のnyz'tcwは 後述 す る よ うに 「家 で生 ま れ た」 を

意 味 す る と考 え られ るの で,こ の語 に も類 似 の意 味 が 予 想 さ れ る.前 分 の'k幡

は 初 出 で あ り意 味 は不 明 で あ る.こ こで はChr.qw§y一 「脇 」 と同 じ語 とみ な

(37)
して,「 脇 で(=側 で)生 まれ た 」 と訳 した が,単 な る推 測 に 過 ぎ ない .k一 の

前 に しば しばprotheticvowelが 発 生 す る こ とに つ い て はGMS§159参 照

12-4.nyz'tcw:こ の 語 もhapaxで ある.明 らか にAv.nize皐ta一(=ani

padxanagzay記)「 家 で生 まれ た(奴 隷)」 と同 源 で,古 代 イ ラ ン語 の*ni一

》zanに 由 来 す る.近 世 ペ ル シ ア語 に もxana-zad「 家 で 生 まれ た;奴 隷 の 子 」

とい う言 い方 が あ る.「 家 で 生 まれ た 」 に 対 応 す る と思 わ れ る 「家 生 奴 」 とい

う表 現 は,bノ レフ ァ ン出土 の一 漢 文 文書 に も現 わ れ る,池 田1979,No.155;

池 田1980,PP.327,341(n.102)参 照 そ の 漢 文 文 書 で も,「 家 生 奴 」 と呼 ば

れ て い る の は,ソ グ ド人 石 染 典 の奴 隷 の穆 多地 で あ る.さ らに 「家 生 奴 ・碑 」

は別 の 文書 に もみ え,自 己 の所 有 す る奴 隷 の生 ん だ子 を指 す漢 語 の よ うで あ る

(cf.仁 井 田1962,p.15;池 田1983,p.34)が,イ ラ ン入 ・ソグ ド人 も同 じよ うな

概 念 を 同様iの表 現 で呼 ん だ と思 わ れ る.た だwysy-z'tcwhと の違 い は不 明 で

あ る.

13-1."ykwncwxypδ:上 記8-1を 参 照.

14-1.δyw:不 明.文 脈 か ら,売 った側 のwxw忌wβyrtが,も はや 奴 隷

'wp'chに 関 して 何 の 権 利 も拘 束 力 も持 た ない こ とを 表 わ す 表 現 が 予 想 され る
.

読 み は確 実 で は な く,δywと 読 ん だ の は,δyw「 頼 りな い,不 安 定 な」 と同 じ

語 とみ な そ う と した た め で あ る.

14-2.'pw'rt'k:動 詞'pw'rt「 身 を そ らす 」'か ら派 生 した現 在 分 詞 と考 え

(37)q幡y・ 「脇 」 につ いて はSims・Williams1985,P.98参 照.
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(38)

た.或 い は 過 去 分 詞*'pw'rst'kの 書 き 誤 りか.

14-3.wyspn'cwの 語 源 はSims-Williams1986a,PP.415-16に よ っ て

(39)

明 ら か に され た.

15-1.wyδr'nkw:古 代 イ ラ ン語*wi一 θranga一"atease,freefrom

pressure"(cf.Gershevitch1969,pp.210-11;W.Hinz1975,p。261)を 参 考 に し

て,「 強 制 力 を 持 た な い 」 と訳 し た.13行 目後 半 か ら こ こ ま で は,売 主 か ら す

る 権 利 放 棄 宣 言 と で も言 うべ ぎ も の で あ ろ う.

15-2.pcwry:B.ptwr一 「(結)果,報 い 」 と の 二 重 語(doublet)と 考 え,

「効 力 」 と訳 し た.コ レ ズ ム 語 のpcwr「 代 償,返 済 」 も 参 照 せ よ.

15-3.prβrmykw:先 行 のMpcwry同 様,契 約 が 効 力 を 持 つ こ と を 意

味 す る 語 に 違 い な い.Prβyr「 説 く」(〈*Pari-baraya一)同 様*pari-Vbar一 に

由 来 す る 語 とみ な し,「 説 得 力 あ る 」 と 訳 し た.prβrと い う形 式 に つ い て は

Sims-Williamsψ64Sundermann1985,P.23,n.38及 びYoshida1988,

p.149参 照.

15-4.wyspyn'βyhきwyn'kprm"n:同 じ 文 脈 で,ム グ 文 書(Nov.4,

verso9-10)に は 次 の よ うな 表 現 が 使 わ れ る:

ZNHn'm'kwyspyn'βyprm'nZYγw'm'k

`Thisdocument(concerns)everybody
,residentsandguests',cf.

Gershevitch1962,p.93.

prm'nの 意 味 に つ い て は さ ら にStmdermann1974,P.237も 参 照 せ よ.

本 文 書 の 甑yn'kは 動 詞 きw一 「行 く」 か ら 派 生 し た 現 在 分 詞 で 「旅 に あ る

(40)

(も の)」 を 意 味 し,具 体 的 に は ト ゥ ル フ ァ ン に や っ て 来 て 様 々 の 目 的 で 在 留 し て

い る が,戸 籍 に は 登 載 さ れ て い な い 者 を さ す の で あ ろ う.こ れ に 対 し てprm"n

(38)'pw'rstk(V三m.169)は 漢語 の 「離」の翻訳 として用い られている ことも参照せよ.

(39)因 み にGershevitch1975,P.198がptwy'ncと 読 もうとす るB-8,recto22の(P_w)n'c

は,実 際 には(wysp)n'cと 読む べきで ある.語 頭 の文字 の残画 か ら判断 して,w一 以外 の読 みは不

可能で ある.Gershev玉tchの 読みが不可能 なことは,Grenet1984,PP.31み19も 指摘 している.

(40)接 尾辞 一(y)ガkに よる現在分詞は,限 定的形容詞か行為名詞 として しか使われない.こ の こ

とについては,吉 田が別の機会に論 じる予定で ある.

(24)



「定 住 して い る(も の)」 とは登 籍 され てい る者 の こ と と思 わ れ る.こ の よ う

な対 立概 念 は,敦 煙 の 漢 文 文 書 では 「行 客 」 と 「百 姓 」 と して 表 わ され る,cf.

池 田1980,PP.324-25,340(n.96).敦 燵 で は 行 客 ・百 姓 の い ず れ に も漢 人

も ソ グ ド人 もい た わ け で あ る が,同 じ よ うな状 況 が トゥノレフ ァ ンに もあ った に

違 い な い.シ ノレク ロ ー ド貿 易上 と くに 重 要 な 未 登籍 の ソ グ ド人 を特 定 す る用 語

と して は 漢 語 に 「興 胡 」・「興 生 胡 」 が あ る.敦 煙 ・ トゥル フ ァンに い た 登 籍 ・

未 登 籍 の ソ グ ド人 に つ い て は 姜1986a,PP.30-39;idem1986b,PP.26-32に

詳 し く論 じ られ て い る.

(41)

16-1.xwt'wty'kwwrnyk'm「 王 をこも大 臣 に も」:恐 ら くこれ らは 高 昌

国ID王 や 大 臣 を さす もの と思 わ れ る.

15/16.「 この 女 奴 隷 文 書 は,す べ て の 人 々,(す なわ ち)行 客 ・百 姓 さ らに

王 や 大 臣 に ま で効 力 ・説 得 力 を もつ 」:高 昌国 の王 は漢 人 で あ り,大 臣 もほ と

ん ど漢 入 で あ った はず で あ る.と す れ ば こ この 行 客 ・百 姓 も,本 文 書 が ソ グ ド

文 で書 かれ てい る とはい え,ソ グ ド人 のみ な らず 漢 人 も含 め てい た と考 え るべ

きで あ ろ う.漢 代 の例 で は あ るが,土 地 売 買文 書 の 中 に 「若 一 旦 田為 吏 民 秦 胡

所 名有 … 」 即 ち 「も し一 旦,売 地 が 吏(官)で あ ろ う と民 で あ ろ う と,秦 人

(中 国人)で あ ろ うと胡 人(外 国人)で あ ろ うと,そ の誰 か らで も,自 己 の本

来 所 有 すべ ぎ もの と して追 奪 され る場 合 に は …」(cf.仁 井 田1960,P.394)と

い う一 句 を もつ もの が あ る.漢 文 文 書 の 方 は,も し追 奪 され た場 合 に は 売 主 自

身 が そ の処 理 に 当 た る と取 り決 め られ てい るの で,上 記7/8に 述 べ たAの 第 三

者 追 奪 担 保 に あ た る.本 ソ グ ド文 書 の この部 分 はそ れ とは 文 脈 が 異 な るの で,

あ るい は上 記 のCやFを 含 む ものか と も考 え られ る.し か し ここ では その よ う

(42)

な売 買担 保 とい う よ り,む しろ,あ らゆ る人 に対 して本 文 書 が 有 効 性 を もっ こ

とを 公 式 に 宣 言 す る文 と と りた い.本 文 書 の 後 の 方 で 高 昌の 書 記 長 の 正式 の認

可 を得 てい るが,そ れ に よ って この 公 証 力 に裏 付 け が 付 与 され た の で あ ろ う.

(41)前 置詞'kwの 意味 と語源 についてはSims・Williams1986b参 照.

(42)因 みに漢文契に も トゥル ファン出土 の ものには恩赦担保文言(F)は み ら れ な い,cf.池 田

1986b,p.7.

(25)



後 述24-1も 参 照 せ よ.

17/18.pr'ymyδyw'r,YKZY-my'xwδ'ypwstyZNHyw'rMNnpxきt':

契 約 の 条件 を導 入 す る書 式 はNov.3recto8sq.,Nov.4verso3sq.,B-8

recto13sq.,B-4recto8sq.,VJ1208sq.に 在 証 され る.そ こで は一 般 に

prKZNHyw'r('P)ZYが 接 続 法 或 い は希 求 法 の動 詞 を含 む文 に先 行 す る:

prKZNHyw'r'PZY§wtγw"δ'kL'δ βr'y(VJ1208sq・)

「お 前 が 彼 女 を誰 に もや ら ない とい う条 件 で」.

しか し本 文 書 の 当 該 の 表 現 は これ ら と余 程 異 な って い て,構 成 や 意 味 が 充 分 明

らか で は な い.第 一 に,条 件 を導 入 す る接 続 詞 は'PZY(=ty)で は な く,'YKZY

で あ る.第 二 に,冠 詞 の 前 接 形 一my(loc.s9・)は,δ'ypwstyに か か る も の と

(43)

思 わ れ るが,こ の語 は既 に別 の 冠 詞'xw(nom.sg.)を と って い る.第 三 に,

'YKZY節 の 定 動 詞 形 はMNnp蛤t'で あ る こ とに な るが
,こ の よ うな構 成 は

知 られ て い ない.過 去 語 幹 とMN(=cnn,c'wn)の 組 み 合 わ せ と して は,さ

らにk'ryを 伴 うMNpwγt'k'ry「 料 理 して か ら」 の よ うな表 現 は 存 在 す る

もの の,こ れ も定 動 詞 形 で は ない 。

'wp'chの 売 買 に 関 す る条 件 は
,既 に 文 書 中に 述 べ られ て い る ので,そ れ ら

を 繰 り返 す 必 要 は な く,こ の 部 分 は 全 体 として 「本 文 書 の(上 で)既 に 書 か れ

た 条 件 で 」 とい う程 の 意 味 を 持 つ もの と考 えた.

18-1.'wδwm't_「 そ こに い た… 」:証 入 を導 入 す る全 く同 じ書 式 は,ム グ

文 書 中に も在 証 され る.漢 語 の 「見 人 」・「知 見 入 」・「時 見 」 あ るい は 「臨 坐 」

と呼 ば れ た 証 人 ・立 会 入 に あた る.も ちろ ん,当 然 の こ となが ら,新 彊 ・甘 粛

出 土 の い ず れ の 言語 の契 約 文 書 に も証 人 ・立 会 入 は 必 ず 登 場 して い る.た だ し

そ の 数 に は か な りの差 が あ る.

19-1.t餐r't:人 名.原 義 「Ti首triia一の贈 り物」

19-2.cwn'kk:人 名.原 義不 明.或 い はcwz'kkか.

19-3.m'ymrγc「 マ ーイ ム ル グ(出 身)の 」:こ の形 容 詞 は イ ンダ ス河 上 流

(43)ソ グ ド語で は2つ の指示詞 的要素が 同時 に用い られ る ことはある,cf.GMS§1407.

(26)



で最 近 発 見 され た碑 文 に も現 わ れ る,cf.Humbach1980,P.202.

以 下 に もみ る よ うに,こ の契 約 の証 人 た ち は 名前 か ら判 断 して,全 員 ソ グ ド

人 で あ る.し か もt踏r't以 外 はみ ん な 出身 地 を示 す 形 容 詞 を伴 って い る.中

国 に来 て い た ソ グ ド人 は,出 身 地 に従 って,康(サ マノレカ ン ド),安(ボ ハ ラ),

石(タ シ ュケ ン ト),史(ケ シ ュ),米(マ ーイ ムル グ),何(ク シ ャ ーニ ヤ),

曹(カ ブダ ー ン)な どの姓 を帯 び て い た(cf.Pulleyblank1952,P.320).本

文 書 は,高 昌国 の ソ グ ド人 ど うし も,個 入 を 同定 す る手 段 と して,出 身 地 を示

す 形 容 詞 を 人 名 に冠 す る方 法 を採 って い た こ とを示 して い る.し か し本 文 書 に

よ って 知 られ た よ うに(5-1),ソ グ ド人 間 に は 姓 が あ った の に,な ぜ そ れ を 普

段 に使 用 し なか った の か とい う疑 問 は 残 る.

wxwきwβyrtやt頭r'tに 出 身地 名 が 添 え られ て い な い の は,彼 らが そ れ を

必 要 と しない 程 有 名 で あ った のだ ろ うか.

19-4.n'mδ'r:人 名.原 義 「有 名 な(〈 名 前 持 つ)」,cf.NPnamdar.

19-5.xwt'wc:人 名.xwt'w「 王 」 に接 尾 辞 一cが 付 加 され た 形 式.こ の

(44)

派 生 法 につ い て はD.Weber1972,P.194,n.15参 照.

20-1.pys'k:入 名.同 じ名前 は イ ンダ ス河 上 流 の碑 文 に も見 出 され る,cf.

Humbach1980,Nos.3,4a,6,etc.こ の 名前 は,Av.paesa一 「飾 り,ラ イ病

(の)」 やNPpesa「 ぶ ちの 牛 」 な どの語 と同 源 で,身 体 的 特徴 に よ る命 名 の

例 で あ る.

20-2.krz:入 名.原 義 「奇跡 ⊥

20-3.nwcknδ'k「nwcknδ 出身 の」:玄 　 の 『大 唐 西 域 記』 巻 一 中 の簸 赤

建(nuotきlakklBn)国,イ ス ラ ム史 料 中 のnujakath(cf.Minorsky1937,

(45)

PP.118,357)の こ とで あ る.玄 装 に よれ ば,こ の 国 は鰭 時 国(タ シ ュ ケ ン ト)

の東 二 百 余 里 の所 に あ る.水 谷 真 成 訳 『大 唐 西 域 記 」,東 京,平 凡 社,1971,P.

(44)吉 田1985,PP.58,61,且.30が'sk'trと 読んだ人名 は,'sk'tcの 誤読であ った.こ の機会

に訂正 して おきたい.

(45)因 みに,貞 観年 間(627-49)に 康国 の大首領康艶典 がロブ地方 に置 いた植民聚落 の一つ弩支城

(別名新城)の 原語 も,*nwcknδ 「新 しい城 」であ った と考え られる,Hamilton1977,p.358及

びn.14参 照.

(27)



24参 照 .

(46)

20-4.nyz't:人 名.上 述 の 形 容 詞(女 性 形).nyz'tcwと 同源 で あ ろ う.

20-5.nnykwc:nny「 女 神 ナ ナ ィ」 を前 分 とす る入 名.一kwcはkwc'kh

「口」 と同 源 か.

21-1.'kwき'nyk「 ク シ ャーニ ヤ の 」:こ の語 に つ い て は,Livきic1962,P.

183及 び 水 谷 『前 掲 書 』P.29参 照.注 意 した い の は,こ こ には 出 身 地 を 示 す

形 容 詞 の み あ って,肝 心 の 人 名 が 記 入 され て い ない 事 実 で あ る.本 物 の 契 約 文

書 に証 人 の 名 を 書 ぎ忘 れ る(空 欄 もない)と い うこ とは あ りに くい こ とで あ って,

そ の よ うな こ とが 起 こ った の は,本 文 書 が 埋 葬 時 に 作 成 され た写 し(復 制 品)

で あ った か らで あろ う.ト ゥル フ ァン文 書 の大 部 分 は,埋 葬 品 の 裏 貼 りな どに

(47)
二 次 利 用 され た もの で,従 って ほ とん どが 原 型 を と どめ な い 断 片 で あ るが,

「墓 葬 状 況 と出土 文 書 」 の項 で述 べ た よ うな本 文 書 の 出土 状 況,さ らに本 文 書

並 び に併 出 の漢 文 書 が とも に完 品 とい え る こ とか ら,こ れ 自身 が 副 葬 品 の重 要

(48)
な一 部 で あ っ た と思 われ る.ア ス タ ーナ の他 の墓 か ら 出土 した二 件 の,や は り

(49)
ほ ぼ完 品 で あ る売 買 文 書(一 点は 「西州百姓石染典買馬契」,も う一点は 「西州興胡

(50)
米緑山売碑 市券公験」)が 同 じ く写 しで ある こ と も,こ の 際 参 考 に な る.

21-2.'wxw'n,pt'wr:人 名.語 源 不 明.

22-1.δP'yrptw「 書 記 長 」:こ の語 は 外 に ム グ文 書(B-1,B-17)及 び ア フ

ラシ ヤ ブ の壁 画 の銘 文 に現 われ る(cf.R.Frye1967,P.36)が,い ずれ の例

で も具 体 的職 掌 を 明確 に規 定 で きる よ うな文 脈 で は な い.そ れ故,本 文書 の用

例 は重 要 で あ る.彼 は こ こで は,契 約 成 立 の許 可 を 与 え る役 割 を 果 た して い る.

本 文 か ら明 らか な よ うに,文 書 を 書 い た書 記 即 ち δp'yrで あ る'wxw'nは

δP'yrptwで あ るpt'wrの 息 子 で あ る.こ の父 子 は恐 ら く,高 昌 国 に い た ソ グ

(46)文 字 だ けか らな ら,nyn't,zyn't,zyz'tの 読 み も可 能.

(47)cf.池 田1986b,P.6;池 田1986c,P.20.

(48)た だ しこ の ソ グ ド文 契 およ び 漢 文 契 と 被 葬 者 と が 直 接 の 関係 に あ っ たか ど うか ま で は分 らな

い.そ れ で も単 な る紛 れ 込 み 品 と は考 え られ な いか ら,な ん らか の 関係 は あ っ た の だ ろ う.

(49)cf.池 田1979,No.156;TTD,No.32.

(50)cf.池 田1979,No。158;TTD,No.31;姜1986b,p.30.

(28)



ド人 た ち の リーダ ー格 で あ った の だ ろ う.

た だ し この ソ グ ド人 「書 記 長 」 が,高 昌 国全 体 の書 記 長 な のか,そ れ とも高

昌城 市 の書 記 長 な のか,は た ま た高 昌 国 内 の ソ グ ド入 聚 落 な い し集 団 内 の書 記

長 にす ぎ な い のか は,別 に考 察 を要 す る.突 豚 第 一 ・第 二 可 汗 国,東 ウ イ グノレ

可 汗 国 の いず れ にお い て も ソ グ ド人 が 国 家 の 中枢 に まで 関 与 して いた こ とは多

(51)
くの研 究 よ り周 知 の 所 で あ り,ソ グ ド人 の 特 に 集 中 して い た ト ゥノレフ ァ ン盆地

の 国 家 では 尚更 ソ グ ド人 は 政 治 的 ・社 会 的 に 重 要 な 役 割 を 果 した は ず で あ る.

第24行 目のcyn'ncknδ'yδP'yrptw「 高 昌 の書 記 長 」 のcyn'ncknδ は,一knδ

「都 市,町 」 で 終 って い る こ とか ら分 る よ うに,本 来 は 高 昌城 市 を さす わ け だ

が,本 文 書 冒頭 では 明 らか に 高 昌 国全 体 の 称 と して 使 わ れ て い た.つ ま り

cyn'ncknδ は高 昌 国 と高 昌都 城 のい ず れ で もあ り得 る わけ・で(こ の 点 はsm'r-

knδ サ マ ノレカ ン ドも同 じ),こ れ だ け では 判 断 で き ない .一 方,本 文 書 の売 買

契 約 は,売 主 が 明 白 に ソ グ ド人 で あ った の に対 し,買 主 の方 は漢 人 ら しか った

(上記3/4).と すれ ば当 然 この 「書 記 長 」 は単 に ソ グ ド入 集 団 だ け を管 轄 下 に

置 く もの で は な く,少 な く と も漢 入 を含 む 高 昌城 の,も しか した ら よ り広 く高

(52)

昌 国全 体 の書 記 長 とみ る のが 適 当 で あ ろ う.

た だ そ うす る と こ こに新 た な疑 問 も生 じ て くる.多 数 の トゥル フ ァ ン出 土 文

書 や漢 文 史 料 か ら分 る よ うに,ト ゥル フ ァ ンに 来 て い た ソ グ ド入 は 未 登 籍 の

「興 胡 」 で あ って も十 分 に 漢 語 を こな して い た.売 主 が ソ グ ド人 で あ って も, 、

文 書 保 存 者 た る買 主 が 漢 人 な らば,ど うして 漢 文 で は な くソ グ ド文 で 契券 を作

成 した の か.今 後 考 え るべ ぎ問 題 で あ る.

22-2."P'rs:こ の 語 の 意 味 「許 可,認 可,承 認 」につ い てはM.Schwartz

1967,P.60参 照 .ま た,Gershevitch1962,PP.93-94が"Good-bye"を 意

味 す る と考 え たNov.4verso16の 例 も 「許 可 」 と訳 す こ とが で きる.

(51)例 え ばcf.Pulleyblank1952;護1967,PP.61-93;山 田1971.

(52)r周 書 」 巻50,異 域 伝,波 斯 国 之 条(中 華 書 局 本,p・919)の 「地 卑 勃 」 が,MPの 同源 語

dpyrptの 音 写 で あ る こ とは 最:近P.Daffi且a1983,P.158に よ って 明 らか に され た.r周 書 』 に よ

れ ば,「 地 卑 勃 」 は 国 の 大 官 で,「 文 書 及 び 衆 務 を掌 どる 」 と い う.ソ グ ド語 の δp'yrptに つ い て は

さ らにLiv忌 三c1962,P.176参 照.

(29)



22-3.「wxw§wβyrtの 命 令 で」:こ の種 の売 買契 約 文 書 は,売 主(債 務 老)

の方 で作 成 して買 主(債 権 者)に 物 件 と一 緒 に手 渡 す のが 通 例 で あ る.漢 文 や

コー タ ン文(cf.Emmerick1984,P.195)や ウイ グ ル文(cf.山 田1963,P.

58)で も当 然 そ うで あ るが ,カ ロ シ ュテ ィ ー文 の もの には 明 白 に売 主 よ りの 指

示 で文 書 を作 成 した こ とを 述 べ る文 言 が 記 され て い る(cf.Burrow1940,Nos.

571,580,582,586,587,590-592,etc.) .こ こも 同 じ文 脈 で あ るに 違 い ない.

23-1.Pts'ynty「 同意 」:pts'ynt「 同 意 す る 」 の 名 詞 形.形 成 法 に つ い て

はGMS§905参 照.売 買 の 対 象 で あ る奴 隷 自身 が,契 約 に 同 意 を 与 え るの は

奇 妙 に 思 え る が,漢 文 の 人 身 売 買 文 書 に も,被 売 者 が 略 花 押 を 書 き込 ん で い る

例 が ある,仁 井 田1937,P.191参 照.ま た ウイ グル 文 書 に は,売 買 契約 で は

(53)
な く養 子契 約 に お い て で は あ る が,被 養 子 本人 が 同意 の 印 を 押 して い る例 が あ

る,cf.山 田1972,資 料13.さ ら に,牧 英 正 『日本 法 史 に おけ る人 身 売 買 の

研 究 』(東 京,有i斐 閣,1961)第 二 章 第 四節 「奴 脾 売 買 法 」,PP.53,68(n.44)

も参 照 の こ と.

24-1.zn'x:nn'x,nz'x及 びzz'xも 可 能.zn'xと 読 んだ のは,z'n「 知 る」

と関係 づ け よ うと した か らで あ る.一xに よ って 名詞 形 が派 生 され る例 と して は,

zmyx「 柑 禍 」(〈zm'y「 試す,誘 惑する」,cf.Schwartzα 勿4MacKenzie1970a,p.

119)が あ る.正 し くz'nか ら派 生 した 名詞 で あれ ば,zn'xは 「印,花 押 」 の

よ うな文 脈 か ら期 待 され る意 味 を持 つ 語 と解 釈 す る こ とが で き る.そ の場 合,

この語 の直 後 に あ る,黒 点 と半 円 か らな る 図形 をzn'xと み なす こ とが で き る

か も しれ な い.し か しお そ ら くは そ うで は な くて,上 記21-1で 述 べ た よ うな

本 文 書 を写 し(復 制)と み る立 場 か ら は,こ れ は本 来 あ るべ ぎ本 物 の サ イ ン ・

花 押 な い しは印 鑑 を素 描 し た も の,あ る い は単 に そ の所 在 を示 した もの,と 考

え られ る.21-1で 言 及 した 「西 州 興 胡 米 緑 山 売 脾 市 券 公 験 」 の写 しで は,本

来 「西 州 都 督 府 印 」 とい う朱 印 が 押 され て い た箇 所 に 「用 西 州 都 督府 印」 と記

入 して,原 型 を示 す 努 力 を して い る(cf.「 文物』1975-7,p.21の 図17).ま た,

(53)た だ し養 子 とい って も実 質 は ほ とん ど売 買 と変 わ らな か っ たで あ ろ う,

161,541-42;山 田1972,PP.180-81.

(30)

cf.仁 井 田1937,PP.



これ らの よ うな埋 葬 品 で は な い が,敦 煙文 書 の 「緻 燈 郡 行 客 王 修 智 売 胡 奴 市 券

(54)
公 験 」 の写 しで も,本 来 公 け の 朱 印 が あ るべ き所 に 「郡 印 」 と 記入 して い る

(cf.「文物』1972-12,p.69の 図版 またはTTD,Plates,p.40).

ところ で 中国 に お い て は,土 地 ・家 屋 ・奴 隷 ・主 要 家 畜 の 売 買 に 券 契 を と り

か わ す歴 史 は古 い が,そ れ が 私券 の 作 成 の み に と ど ま って い た の か,官 の 公許

(55)、
を 経 る 公券 まで も必 要 と した の か に つ い て は,必 ず し も明 らか に な って い ない.

た だ,少 な くと も東 晋 以 降,特 に 唐代 に な る と,法 律上 は,売 買 の 事 実 を 官 司

に 申告 して公 券 を 得 る こ とが 義 務 付 け られ,同 じ こ とが,唐 制 を 模 倣 した 日本

(56)
で も行 な わ れ た よ うで あ る.一 方,漢 晋以 来 トゥル フ ァ ンに移 り住 ん だ漢 人 の

(57)
子 孫 た ち が 中心 に な って作 った麹 氏高 昌国 に お い て は ど うで あ った か とい うと,

(58)
土 地 売 買 に は宮 許 が必 要 と され た と思 われ る が,奴 隷売 買 の 場合 に つ い て は絶

え て 史料 が み られ な い.し か る に も し本 ソ グ ド文書 が,以 上 に 考 察 して ぎた よ

うに,高 昌政 府 の認 可 を経 て 官 印 を押 して も ら った 売 買 公券 の写 しで あ る と し

た ら,カ ロ シ ュテ ィ ー文 ・コ ータ ン文 ・チ ベ ッ ト文 同種 文書 との 比 較 検討 も含

め,今 後 の研 究 に投 げ か け る影 響 は極 め て 大 ぎい で あ ろ う.売 主(債 務 者)の

サ イ ン ・花 押 ・押 印 ・画 指 の類 が な い 点 も,私 券 とい うよ り公 券 とみ る の に有

利 で あ る。

verso-1.δ:本 文 中に 何 度 もみ え る δ'ypwsty「 女 奴 隷文 書 」 の省 略 形 で あ

ろ う.結 婚 の 契 約 文 書(Nov.3)で も,裏 面 の,封 を して も見 え る 場 所 に

'wttkyncttyhwδkr'n'k「 ウ
ッ トテ ギ ン(と)チ ャタ の結 婚 契約 」 と書 か れ て

い る.ま た ウイ グル文 書 で も,本 文 書 と同 じ く,短 柵 状 に折 りた た ん だ 時 に 外

(54)cf.池 田1979,No.225;TTD,No.256.

(55)公 券(公 験)を 必 要 とす る場 合 とい え ど も,ま ず 始 め に売 買 当事 者 間 で私 券 を 作 成 し,そ れ を

官 司 へ の 申請 の 根 拠 と したで あ ろ うか ら,一 つ の売 買 につ き私 券 と公 券 の両 方 が あ っ て もお か し くな

い,cf.中 田1943,pp.39-42。 そ の一 方 で,私 券 のみ に よ る売 買 は いつ の時 代 で も行 な わ れ た に ち

が い な い,cf.仁 井 田1960,pp.366-67.

(56)cf.仁 井 田1937,PP.176-79;中 田1943,P.36;仁 井 田1960,PP.329,366.

(57)cf.前 注(26).

(58)cf.池 田1984,PP.278-82.た だ し この 説 に は反 論 も あ る:川 村 康 「麹 氏 高 昌国 に お け る土 地

売 買 につ いて の 一 考 察 」r(早 稲 田大 学 大 学 院)法 研 論 集 』41,1987,pp.171-99,

(31)



側 に な る裏 面 の一 部 に,「 ク トゥル ク(女 奴 隷 の 名)の 元 契 な り」 とか 「ポ キ ン

[な る名 の]男 奴 隷 の元 契 な り」 な ど(cf.山 田1972,資 料2,資 料3,図 版 あ り),

見 出 しが 書 か れ た 例 は 数 多 くあ る.

verso-2.「 沙 門y'nsy'n」:い うまで もな く奴 隷 の 買 主 の 名 前 で あ る.こ の

種 の 売 買 文 書 が 買主 の 手 元 で 保 存 さ るべ き こ とは 前 述(22-3)し た が,や は り

カ ロ シ ュ テ ィ ー文 書 に は,裏 面 で は な く冒頭 に で は あ るが,買 主 の 名 を 挙 げ て,

彼 の も とで 保 存 す る とい う文 言 が よ くみ られ る.cf.Burrow1940,Nos.571,

572,579,580,582,586,587,589-591,etc.

§5解 説

本 文 書 は ソ グ ド語 で 書 か れ た 女 奴 隷 の売 買 契 約 文 書 で あ る.文 書 中 に も

δ'ypwsty「 女 奴 隷 文 書 」 と言 う言 葉 が4度 現 われ る.ソ グ ド語 の契 約 文 書 に は,

従 来 ソ グ デ ィアナ の ム グ 山 で発 見 され た ものが4点 知 られ てい た.そ の うち2

点 は 同一 の 契 約 に 係 わ る もの な ので,都 合3種 の 契 約 文 書 が 知 られ てい た こ と

に な る.そ れ らは 結 婚 の 契 約(Nov.3,Nov.4),土 地 の売 買契 約(B-8),製

粉 所 の 賃 貸 契 約(B-4)で あ る.

本 文 書 は ム グ文 書 よ り約1世 紀 程 以 前 に書 か れ た も ので あ るが,契 約 文 書 と

して の 書 式 はB-8と 殆 ど 同 じ で,(1)日 付(2)契 約 の 内容[買 主,売 主,売 買

の 対 象 物 件,価 格](3)売 買契 約 の 際 の 条 件(4)証 人(5)文 書 の作 成 に係 わ った

書 記 の 名 前,か ら な り立 っ てい る.相 違 す る の は,本 文 書 で は 日付 が 中 国 の暦

とソ グ ドの暦 の両 方 で 指 定 され てい る こ と と,文 書 の末 尾 で契 約 の成 立 を認 可

す る官 吏(cyn'ncknδ'yδp'yrptw「 高 昌の 書 記 長 」)の 名前 が現 われ る こ とで

あ る.し か し,こ れ は,当 該 の 契 約 が 高 昌国 で行 なわ れ た こ とか ら当 然 予 想 さ

れ る もの で あ り,本 質 的 な相 違 とは 思 え ない.こ の こ とか ら,ソ グ ド人 が 時 間

と空 間 を越 えて,独 自 の契 約 文 書 の 書 式 を保 持 しつ づ け てい た こ とが 知 られ る.

(32)



よ く似 た状 況 は手 紙 文 の書 式 に つ い て も報 告 され て い る,N.Sims-Williams

1981a,PP.235-36参 照 .

本 文 書 で用 い られ て い る ソ グ ド文 字 は,草 書 体(cursivescript)と 呼 ばれ

て・・るもので耀 例えば・の嬬 のAI・ph～ρ は,曙 体(formalscript)

のもの とは異なり,三 角形 と右上に突き出した細 く短い線からなり立つ形(め
(60)

を し てい ない.W.B.Henning1958,PP.52-56は ソ グ ド文 字 の書 体 の変 化

を論 じた際,8世 紀 の初 め に書 かれ た ム グ文 書 で既 に草 書 化 して い る こ とか ら,

7世 紬 こは草 書 体 が成 立 してい た もの と推 論 した.7世 紀 前 半 に書 かれ た本 文

書 の 出現 はHenningの 推 論 を裏 付 け る.し か し一方 で本 文書 で は,後 の時 代

の草 書体 と異 な り,rハn/z及 びx/γ を除 くす べ て の文 字 が ほ ぼ 完全 に 区別

で きる.こ の点 で,本 文 書 の書 体 は,草 書 体 と して は最 も初 期 の もの の 一 つ で

(61)
あ る と言 うこ とが で き る.

さて,従 来 の トゥノレフ ァ ン ・敦 焼 を 中 心 とす る 中央 アジ ア よ り出土 した契 約

文 書(と くに売 買 文 書,消 費 貸 借文 書)の 研 究 は,漢 文 の もの が質 量 と もに群

を抜 い て お り,ウ イ グ ル文 の もの が これ に次 い で い る.漢 文 の もの が顕 著 に進

ん だ の は,い うま で もな く典 籍 を始 め とす る参 考 資 料 が豊 富 に あ り,さ らに 中

国 法 制 史 や 比 較 法 制 史 研 究 の一 環 と して と り こまれ たか らで あ る.洋 の東 西 に

わ た る漢 文 を読 め る学 者 の層 の厚 さ も これ に 関係 して い る.ウ イ グル文 の もの

の研 究 が これ に続 い た の は,欧 米 で発 達 した古 トノレコ文 献 学 の素 養 を身 につ け,

漢 文 を も こなす 日本 の 山 田信 夫 ・護 雅 夫 に よ って,漢 文 文 書 の研 究 で得 られ た

成 果 が取 り入 れ られ,ウ イ グノレ文 書 の読 み が 深 化 した か らで あ る.こ の ほ か に

中央 ア ジ ア 出土 の契 約 文 書 と して は,カ ロ シ ュテ ィ ー文 ・コ ータ ン文 ・トゥ ム

シ ュ ク文 ・チ ベ ッ ト文 ・カ ラハ ン朝 トル コ文 ・ア ラ ビア文 ・ペ ル シ ァ文 ・西 夏

(62)

文 ・モ ン ゴル 文 の もの 等 が あ る.

(59)ソ グ ド文 字 の書 体 の 分 類 はN.Sims・Williams1976,PP,44-45に 従 った,

(60)Slms・Williamsibid.且.16参 照.

(61)本 文 書 と比 較 的 近 い 時 期 に書 か れ たBugut碑 文(6世 紀 の 終 わ り頃?,cf.S.G・Kljaきtornyj

andV.A.Liv6ic1972)及 び ア フ ラ シ ャブ 出土 の柳 棒 文 書(6世 紀 の 初 め 頃?,cf.Liv忌ic1987)

が あ る.

(62)ト カ ラ文 の もの も あ っ た と予 想 され る が,未 発 見 で あ る.

(33)



以 上 の よ うな諸 言 語 の 契 約 文 書 間 に は,書 式 全 体 か ら個 々 の術 語(金 銭 ・布

畠 ・穀 物 ・油 ・酒 等 の名 称 や 単 位 そ の他)あ る い は押 印 ・サ イ ン ・花 押 ・画 指

の 仕 方 に至 る ま で の様 々 な レベル で直 接 な い しは 間接 の影 響 関係 が み られ る の

(63)
で,文 化 交 流 史 の立 場 か ら興 味 深 い だ け で な く,中 央 ア ジ ア史 研 究 に多 くの 問

題 を 提 供 し てい る.ま た,影 響 関 係 が ない 場 合 に も,そ れ ぞ れ の契 約 観 念 の発

達 度 を検 討 す る こ とに よ りそ の背 景 を なす 時 代 的 ・地 域 的 状 況 を知 る手 が か り

として,さ らに は比 較 法 制 史 の材 料 と して 十 分 注 目す べ き価 値 を もつ.し か し,

これ ま での とこ ろは 宋 だ,こ の よ うな観 点 か ら総 合 的 に と りあ げ られ た こ とは

な く,部 分 的 に さえ 残 され た 点 が まだ あ る.漢 文 とウ イ グル 文 ・モ ンゴノレ文 ・

西 夏 文,ウ イ グル 文 とモ ン ゴノレ文 との 密 接 な関 係 につ い て は既 に研 究 が あ るが,

長 く政 治 的 統 属 関 係 が あ った た め に文 書 書 式 に も強 い 影 響 が み られ る漢 文 とチ

ベ ッ ト文 と コ ー タ ン文,文 化 的 に も地 理 的 に も近 い 両 民 族 の 残 した チ ベ ッ ト文

と西 夏 文,隣 接 して い た トノレコ族 の 兄 弟 国 家 が 残 した ウ イ グル 文 とカ ラハ ン朝

トノレコ文(ア ラ ビ ア文 字 だ け で な く ウ イ グ ル文 字 も使 用),同 じ地 域 か ら出 た

コ ータ ン文 とペ ノレシ ァ文 との 関 係 な どは 未 解 明 の ま まで あ る.さ らに 今 回,ト

ゥル フ ァン よ りソ グ ド文 の も のが 出土 した こ とに よ って,こ れ ま でパ ミ・一ノレ以

東 の 契 約 文 書(契 券,券 契,券 書)研 究 者 の 視 野 に 入 って こ なか った ソ グ ド本

国 の 同 種 文 書 も比 較 の 対 象 に 加 え られ る よ うに な った.そ し て,中 央 ア ジ アに

お け る ソ グ ド人 の 長 期 に わ た る広 範 な 経 済 活 動 を 媒 介 項 に 置 くこ とに よ って,

ソ グ ド文 と他 の全 て の 言語 の もの とは 勿 論 カ ロ シ ュテ ィー文 や コー タ ン文 の

もの とチ ベ ッ ト文 ・ウイ グル 文 契 約 文 書 と比 較 す る こ と も,無 意 味 で は な くな

(64)(65)
って きた の で あ る.ソ グデ ィア ナ よ り出 土 した 唯 一 点 の漢 文 契 断 片 も,単 に 反

故 紙 とみ る だ け で な く,全 く別 の可 能 性 を探 って み る必 要 さえ 生 じて ぎた.

(63)こ の記述 は森安 ・吉 田の他 に熊本裕 ・高 田時雄 ・武内紹人を メンバ ーとする研究会(通 称ヤ ン

トン,YTS)で 得 られ た知見を もとに して いる.ま たヤ ン トンでは中央 ア ジア出土 諸言語の手紙文

書の書式や術語について も検討を行 な・った.cf.熊 本1985,pp.1-2,

(64)例 えば ウイグル語で綿花 の単位 と して使われ るtangは,そ の語源 が分か らず,様 々に解釈 さ

れて きたが(cf.山 田1965,PP.195-96),実 は コータ ン語に由来す る とみ られる,cf・Bailey1968,

P,57;庄 垣 内正 弘 『ウイグル語 ・ウイグル語文献の研究1』(神 戸 市外 国語大 学研究叢書12),1982,

p.182.

(65)cf。 仁井田1937,p.318;TTD,No.255.

(34)



以下に,今 後の総合的比較研究への橋渡し的意味を込めて,中 央 アジア出土

の契約文書についてなされた従来の主な研究業績の中から,基 礎的ないし研究

(66)導論的
なものを紹介する.

○ カ ロ シ ュ テ ィ ー文(3-4世 紀,西 域 南 道)

Burrow,T.:!1彦r磁5♂ α診ゴoπげ 漉 θKん αro5'雇Dooπ 彿8撹 ∫方o彿Cゐ 勿6∫θ

職7ゐ θ5如η,London1940.

Noble,P.S.:`AKharo§thiInscriptionfromEndere.'In:∠4τo伽 〃zθ

げ1海4ゴ αη&π4ゴ θ5♪rθ∫θη∫84'o瓦 」:Rαzり50η,London1931,pp.445-55.

O漢 文(高 昌 国 時 代 ～ 唐 宋 代,ト ゥル フ ァ ン ・敦 煙 ・ク チ ャ ・コ ー タ ン ・そ

の 他)

こ れ に 関 す る 資 料 集 や 研 究 は 極 め て 多 い が,特 に 重 要 な も の は ほ ぼ 次 の 論 文

に 尽 く され て い る.

池 田 温:「 中 国 古 代 契 約 文 書 の 整 理 」 『中 国 朝 鮮 文 書 史 料 研 究 」 東 京,

東 京 大 学 東 洋 文 化 研 究 所 東 ア ジ ア 部 門(汲 古 書 院),1986,PP.1-31.

池 田 温:「 吐 魯 番 ・敦 燈 契 券 概 観 」 『漢 学 研 究 』 第 四 巻 第 二 期(総 号 第

8号),敦 煤 学 国 際 研 討 会 論 文 専 号,中 華 民 国 七 十 五1986年,pp.9-57.

さ ら に 最 新 の も の と し て 次 の も の が あ る.

Yamamoto,T.&Ikeda,0.(eds.):職 η一勧 αηgα π4距 痴 ηDo6π 一

彫θ撹 ∫ooη067η 勿9506'αZα π4θ60πo雁`雇 ∫'07ツIII,Contracts,(A)

Introduction&texts,(B)Plates,Tokyo1987.

oコ ー タ ン 文(8-10世 紀,コ ー タ ン ・西 域 南 道)

Bailey,H.W.:5α 肋Do6%彫 傭5.7セ 詔掬o伽 彫6,(σor郷1h56吻 彦ガoπ撚

〃 αηゴoα7麗〃z,PartII,InscriptionsoftheSeleucidandParthian

PeriodandofEasternIranandCentralAsia,Vo1.V,Saka),

London1968.

(66)巻 末 の参考文献と 重複す る もの もあるが,こ こに 列挙 しな くて 巻末にのみ ある もの も多いの

で,そ ち らも参照せ よ.
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Emmerick,R.E.:`AnewKhotanesedocumentfromChina.,In:

&z64☆z。 〃αη'6α13-2,1984,pp.193-98,十1pl.

○ ト ゥ ム シ ュ ク 文(ト ゥ ム シ ュ ク ・マ ラ ノレバ シ ・西 域 北 道)

Hitch,D.A.:`PenaltyClausesinTumshuqese,Khotaneseand

theShanshanPrakrit.'In:&z6漉 α1ナ α痂6α17-2,1988,pp.147-52.

Qチ ベ ッ ト文(9-10世 紀,敦 燈 ・西 域 南 道)

Thomas,F.W.:丁 諺ろθ嫌 」露θrα7ッ,θ 鋭 ∫ αη4406襯 θη,300ηcθ7痂g

α 伽5θ7レ ゑθ伽 ηII,Documents,(Or伽'α ♂7物 π5♂α'加1翫"4,

NewSeries37),London1951.

山 口 瑞 鳳:「 チ ベ ッ ト語 文 献 仏 教 関 係 以 外 の 諸 文 献,五 私 文 書 」

『講 座 敦 煙6敦 燈 胡 語 文 献 」 東 京,大 東 出 版 社,1985,PP.505-10.

王 尭&陳 践:『 敦 煙 吐 蕃 文 献 選 」 四 川 民 族 出 版 社,1983.

○ カ ラ ハ ン 朝 トル コ 文(11世 紀,ヤ ル カ ン ド)

Erdal,M.:`TheTurkishYarkanddocuments.'In:,850A∫47-2,

1984,pp.260-301,十7pls.

○ ア ラ ビ ア 文(11-12世 紀,ヤ ノレカ ン ド)

Huart,Cl.:`Troisactesnotari6sarabesdeYarkend.'In:」 ま4nov.

一d6c .1914,pp.607-27.

Gronke,M.:`TheArabicYarkanddocuments.'In:。B80∠4549-3,

1986,PP.454-507,十8pls.

○ ペ ル シ ア 文(12世 紀 初,コ ー タ ン)

Minorsky,V.:`SomeearlydocumentsinPersian(1).'In:JR五5

1942,pp.181-94.

○ 西 夏 文(西 夏 時 代,、 カ ラ=ホ ト ・敦 煙)

野 村 博:「 西 夏 文 ・土 地 売 買 文 書 の 書 式(1),(2)」 『東 洋 史 苑 』14,1979,

pp.25-50;15,1979,pp.37-54.

野 村 博:「 西 夏 文 ・穀 物 貸 借 文 書 私 見 」 『東 洋 史 苑 』30/31,1988,PP.

(36)



121-40.

Oウ イ グル 文(10-14世 紀,大 部 分 は13-14世 紀,ト ゥル フ ァ ン)

山 田信 夫,小 田壽 典,梅 村 坦&森 安 孝 夫:「 ウ イ グル 文 契 約 文 書 の 綜

合 的研 究」 『中央 ユ ー ラ シ ア史 の 再 構 成 一 新 出史 料 の基 礎 的 研 究 一 』

(昭 和61年 度科 学研 究 費 補 助 金(綜 合研 究A)研 究 成 果 報 告 書),1987,

pp.1-35.(再 録:『 内 陸 ア ジ ア史研 究 』4,1988)

さ らに本 書 に 同時 掲 載 され る森 安 論 文 「ウイ グノレ文 書 割 記 」 の第1節 と文

献 目録 を参 照 せ よ.

Oモ ンゴル 文(元 代,カ ラ=ホ ト)

Cleaves,F.W.:`AnearlyMongolianloancontractfromQaraQoto.'

In:翫 π,αノ「4」6z〃παZqブ ノ15∫α'ガ65'z64ゴθ518,1955,pp.1-49,一4pls.

既発表のものでみるかぎりは,各 種契約(売 買 ・消費貸借 ・使用貸借 ・賃貸

借 ・交換 ・結婚 ・養子 ・遺言 ・雇用 ・年季奉公 ・その他)文 書の うち売買文書

が最も広範であるが,そ れは古今東西を通じて,土 地 ・家屋のような不動産,

奴隷 ・大型家畜のような主要動産の売買には契約文書を作るのが普遍的であっ
(67)
たからであろ う.

本稿に紹介した文書は,出 土した地域,書 かれた時代 と内容,ま たその言語

がシノレク=ロ ードのリンガ=フ ランカたるソグド語であったことなどからみて,

以上に挙げた中央アジア出土諸言語文書の全てを総合的に把握する可能性を我

々に与えてくれた.そ の意味でも本 ソグ ド文書の出現は,一 つの大 きな ミッシ

ング=リ ンクの発見と言えるのである.今 後は,そ れぞれの言語の文献学者は

もとより,文 化史 ・社会経済史 ・比較法制史等々の研究者が,こ れまで以上に

強 く全体を意識しながら,個 別の専門分野での研究を深めていぎ,本 稿で提起

したさまざまな問題に対して,実 り豊かな解答を与えて くれることを切望して

いる.

(67)cf.中 田1943,p.36;仁 井 田1937,p・85;仁 井 田1960,「 中国 売 買 法 の沿 革 」.
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§6語 彙

"δpmlw(副)「 お よ そ
,何 で も(譲 歩 を 表 わ す)」11

"P'rs(名)「 許 可
,認 可,承 認 」22

"ykwncw(形)「 永 遠 の
,永 久 の 」8,13

"z(動)「 ～ で あ っ た 」1

'βtwysth(数)「27」2

'cw(関 代)`what"cwty甑( 一ty(接 続 詞)+一 甑 人 称 代 名 詞
,前 接 形,複)

11

'krtywn 一 の 項 を 見 よ

'kw(前)「 ～ へ
,～ に 対 し て 」16

'kwき,nyk(形)「 ク シ
ャ ー ニ ヤ の 」21

'kw首z'tcwh(形
,女)「 側 で 生 ま れ た(?)」12

'ky(関 代)`who"ky -mw16

'myZNHの 項 を 見 よ

'ptrk'ncw(形)「 父 か ら の 遺 産 と し て 受 け 継 い だ 」12

'pw'rt(動)「 身 を そ ら す
,離 れ る 」

'pw'rt'k(現 分)14

'pw(接 頭 辞)「 ～ な し で 」

'pw'stw「(持 参 し た)財 産 な し で 」7

'PWP'rw「 借 金 な し で 」7

'pw忌k'rw「 追 奪 な し で 」7

,pwyx,s「 告 訴 な し で 」8

'PZY(=ty)(1)`and':'PZY8
,9(X3),13,14,16,17(X2),22;'PZY忌y

9;ty14,16(X2),22

(2)`that':KZNH'PZY首n8,KZNHty3

(3)機 能 不 明ty6

(38).



'stw(名)「(持 参 し た)財 産 」'pwの 項 を 見 よ

,wδ(副)「 そ こ に 」18

'wp'ch(人 名
,女)5,7,14,17,22

'wsty(動)「 置 く
,据 え る 」'wsty't(接 続 法,3,単)10

'w就(動)「 立 つ
,い る 」w'駄(未 完 了 過 去,3,単)13

'wt'(人 名
,男)4

'wxw'n(人 名
,男)21

'wy
,'wyh'xwの 項 を 見 よ

'wzyh(名
,女?)「 子 孫(?)」8,10

'xw(1)(冠)'xw(単
,主,男)4,6,9(X3),18,19(X2),20(X2);ZKh

(単,主,女)9;ZKw(単,対,男)12;ZKn(単,属 一与,男)21;'wy

(単,位,男)2,3;'wyh(単,位,女)3,5

(2)(人 代)'xw(単,主,男)17;一 醇(前 接 形,3,単,属 一与)9;一 甑(前

接 形,3,複,属 一与)8,11

'YKZY(接)「 ～ よ うに 」12 ,18

'yrtp'yr(名)「 イ ル テ ベ ノレ(称 号)」1

M(前)`with'15

BRY(名)「 息 子 」4(X2),8,9(X2),20,21

βγ一(名)「 神,主 」 βγw1

βr(動)「 運 ぶ,携 え る 」 βr't(接 続 法,3,単)16

βx首一(動)「 与 え る,分 与 す る 」 βx首't(接 続 法,3,単)11

βynt(動)「 縛 る 」 βynt't(接 続 法,3,単)10

c'n-kwtr(形)「 張(?)姓 の 」4

cwn'kk(入 名,男)19

cwy'kkh-kwtr'nch(形,女)「cwy'kk姓 の 」5

cyn'ncknδ(地 名)「 高 昌 城;高 昌 国 」 一'y(斜)1,3,24

cyn'w(副)「 中 国 語 で 」2
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δ(=δ,ypwsty)verso

δ'r(動)「 持 つ 」 δ'r't(接 続 法,3,単)16,17

δ'yh(名,女)「 女 奴 隷 」5,7,13(X2),17(X2)

δ'yPwsty(名)「 女 奴 隷 文 書 」15,16,18,21

δP'yrptw(名)「 書 記 長 」22,24

δ「xm(名)「 ド ラ ク マ 」6,13

δyw(形)「 頼 り な い(?)」14

k'm(動)「 欲 す る 」k'm't(接 続 法,3,単)11;k'm'kw(動 名 詞)10

k's(名)「 豚 」2

kr'nw(形)「 純 粋 な 」6

k「z(人 名)20

kwtr(名)「 姓 」4

kwtr'nchcwy'kkh-kwtr'nchの 項 を 見 よ

KZNH(副)「 そ の よ うに 」7;KZNHty3;KZNH'PZYきn8;KZNH

'YKZY12

m'x(名)「 月 」m'γ2;m'xyh(斜)2

m'yδ(指 示 詞)「 こ の 」7,17;pr'ymyδ(前 置 詞prと の 融 合 形)13,17

m'ymrγc(形)「 マ ー イ ム ノレグ(出 身)の 」19

MN(前)`from'4(X2),14,18

-mw ,一myZNHの 項 を 見 よ

一n入 称 代 名 詞 の 前 椅 形 ,機 能 不 明.rtyの 項 を 見 よ

n'β(名)「 人 々 」n'βw3;n'βyh(斜)15

n'mδ'「(人 名)19

n'm(名)「 名 前;～ と い う名 の 」n'mh6

nnykwc(人 名)20

np'kw(名)「 人 質 」10

npys/np踏t一(動)「 書 く」np溢t'(不 定 詞?)18;np魎ty(過 去,3,単)21
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npy§n(名)「 孫 」8,9

nwcknδ'k(形)「 ヌ ー チ カ ン ズ(出 身)の 」20

ny'k'ncw(形)「 祖 父 か ら受 け 継 い だ 遺 産 の 」12

nyz't(人 名)20

nyz'tcw(形,女)「 家 で 生 ま れ た 」12

P,rsxwstw(形)「 ペ ノレシ ア 製 」6

p'rw(名)「 借 金 」'pwの 項 を 見 よ

pcwry(名)「 報 い,効 果 」15

pc矯 一(動)「 受 け 取 る 」pcxき'tw(接 続 法,3,単)17

Pδ一(名)「 一 族 」Pδy(単,主)8,9

pncmy(数)「5番 目 の 」1

pr(前)「 ～ に,～ で 」1,2,6,10,13,22(X2)

pr'yδ(動)「 売 る 」pr'yδ't(接 続 法,3,単)10

pr'ymyδm'yδ の 項 を 見 よ

pr'yp(動)「 連 れ て い く」pr'yp'tw(接 続 法,3,単)17

prβ ㎜ykw(形)「 説 得 力 の あ る(?)」15

prβ 遮 一(動)「 手 渡 す 」prβx§'t(接 続 法,3,単)11

p㎜"n(形)「 家 に い る,定 住 し て い る 」15

pm■'nwh(名,女)「 命 令 」22

pt'ycw(前)「 ～ に 向 か っ て,～ の 面 前 で 」3

pt'wr(人 名)21,22,24

pts'ynt(動)「 同 意 す る 」pts'ynty(不 定 詞,斜)23

pys'k(入 名)20

r'tw(名)「 贈 り物 」11

RBkw(形)「 偉 大 な,大 き な 」1

mp(動)「 虐 待 す る 」mp't(接 続 法,3,単)10

rty(接)「 そ し て,そ れ か ら(文 頭 に 立 っ)」2,13,15,18,21;rtyn6,16
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sγwδy'w(副)「 ソ グ ド語 で 」2

sm'r㎞ δc(形)「 サ マノレカ ン ド(出 身)の 」5,20

srδ(名)「 年 」1,2

srδ,w(副)「 年 に,歳 は 」1

忌k'rw(名)「 追 奪 」'pwの 項 を見 よ

首mny(名)「 沙 門,仏 教 僧 侶 」3,6,9,verso

一§n,XWの 項 を見 よ

忌w一(動)「 行 く」 首wyn'k(現 在 分 詞)「 旅 に あ る(人),未 登 籍 の 」15

道y'xwの 項 を見 よ

訂rw(副)「 非 常 に」6

trxr'ytw(副)「 買 う こ とを越 え て,買 い 戻 しが で きな い条 件 で(?)」7

twδ'kk(人 名)4

twrkstn(名)「 トル キ ス タ ン」一y(斜)5

ty'PZYの 項 を 見 よ

一ty(接 続 詞'PZYの 前 接 形)'cwの 項 を見 よ

ty§r't(入 名)19

w"n(名)「 王(<漢 語)」1

w'rcn(名)「 市 場,バ ザ ール」w'rcnyh(斜)3

w'きt'w就 の 項 を 見 よ

wβyw(副)`both'8

x一/w皿't(動)「 い る,～ で あ る」wm't(過 去,3,単)18

wn一/'krt一(動)「 す る,為 す 」wn'tw(接 続 法,3,単)11;'krty(不 定 詞)12

wtきn'kw(形)「 古 い,使 い ふ る した」14

wmyk'm(名)「 大 臣」16

wxwSw10wxwきwの 項 を 見 よ

wxwきwβyrt(入 名)4,14,22

wyδr'nkw(形)「 拘 束 力 を 持 た な い 」15
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wysp一(形)「 す べ て の(も の)」wyspw(単,対)11;wyspy(単,属 一与)

15;wyspn'cw(単,奪)14

wysy・z'tcwh(形,女)「 家 で 生 ま れ た 」 ユ2

x'w/xwst一(動)「 打 つ 」x'w,t(接 続 法,3,単)10

xr'yn/xr'yt(動)「 買 う」xr'yn(未 完 了 過 去,3,単)3,7;xr'ytcwh

(過 去 分 詞,女)13

xぎwmsβ,yc(名)「xぎwmsβ,yc(=12番 目 の 月)」2

xwt'w(名)「 王 」16

xwt'wc(人 名)19

xwty(副)「 自 ら」9

xwyn(動)「 呼 ば れ る,名 付 け ら れ る 」xwynty(現 在,3,単,中 一受)2

xypδ(形,名)「 自 分 の(も の),財 産 」8,13

y'ncyw(名)「 延 寿 」1

yhsy'n(人 名)3,6,9,verso

yw'r(名)「 条 件 」18(X2)

yx's(名)「 非 難 」'pwの 項 を 見 よ

z'tcwh(過 去 分 詞,女)「 生 ま れ た 」5

ZKh,ZKn,ZKw'xwの 項 を 見 よ

ZI1'x(名)「 印,花 押(?)」24

ZNH(冠)ZNH(単,主)15,18,21;'my(単,位)1;一mw(前 接 形,単,

対)16;一my(前 接 形,位)18

10wxw首w(数)「16」1

120(数)6
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